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本稿について 

本稿は、シャンカラに帰せられる『ヴィヴェーカ・チューダーマニ』の日本

語訳注のプレプリントである。全篇のうち前半にあたる第 1 詩節から第 297 詩

節までを収める。第 298 詩節以下は、続編として公開する予定である。 
本稿には解題および作品紹介を収めていない。これらは、今後、学術雑誌へ

の掲載ないし単行本としての刊行に際して備える予定である。 
本稿を引用する場合には、版および公開日を明示されたい。 

 
ライセンス 

本稿のうち、凡例・日本語訳・訳註は、クリエイティブ・コモンズ 表示 − 非
営利 − 改変禁止 4.0 国際ライセンス（CC BY-NC-ND 4.0）の下に公開する。 
本文中に掲げるサンスクリット原文は、「略号および使用テキスト」に示す既

刊の諸版に拠るものであり、本ライセンスの対象には含まれない。 
 
凡例 

本稿では、サンスクリット原文（ローマ字表記）とその日本語訳を対照して

示す。本文中に掲げるサンスクリット原文は、VCH と VCŚ の二つの版本を基本

とした。 
本稿は、いわゆる批判校訂版の提示を目的とするものではない。そのため、

写本資料の網羅的な照合は行わず、上記二版本のあいだに異読がある場合には、

文法、韻律、文脈、註釈の解釈などを総合的に考慮し、より適切と思われる読
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みを採用した。必要に応じて、採用しなかった異読や本文上の問題点を注記し

た。詩節番号は、便宜上、VCH の番号に従った。訳文は原則として 1 詩節ごと

に付したが、文脈上のまとまりが複数詩節にまたがる場合には、適宜まとまり

ごとに訳出した。 
 翻訳にあたっては、訳文の理解を助けるため、指示代名詞の指示対象などを

丸括弧（ ）内に補った。また、原文には明示されていないが文脈上必要と判

断される語句や説明は、角括弧［ ］内に補った。 
 
略号および使用テキスト 

BĀU Bṛhadāraṇyaka-Upaniṣad. See LV. 
BĀU(K) Kāṇva recension of BĀU 
BĀU(M) Mādhyaṃdina recension of BĀU 
BhG The Bhagavadgītā, Being Reprint of Relevant Parts of Bhīṣmaparvan 

from Bhandarkar Oriental Research Institute Edition of the 
Mahābhārata, edited by Shripad Krishna Belvalkar, Bhandarkar 
Oriental Research Institute, Poona, 1968. 

BSŚbh Brahmasūtrabhāṣya, Text with Tippaṇis, revised by Wāsudeo Laxmaṇ 
Shāstrī Panśīkar, Nirṇayasāgar Press, Bombay, 1915. 

BSŚbh(2) Brahmasūtra-Śāṅkarabhāṣya with the Commentaries: 
Bhāṣyaratnaprabhā of Govindānanda, Bhāmatī of Vācaspatimiśra, 
Nyāyanirṇaya of Ānandagiri, edited by J. L. Shastri, Motilal 
Banarsidass, Delhi, 1980. 

ChM   Chandomañjarī of Gaṅgādās. Edited with ‘Sushama’ Sanskrit and 
‘Saphala’ Hindi Commentaries by Brahmananda Tripathi. Chaukhamba 
Surabharati Granthamala 36. Chaukhamba Surbharati Prakashan, 
Varanasi, 1997. 

ChU Chāndogya-Upaniṣad. See LV. 
JMV Jīvanmuktiviveka of Vidyāraṇya. Edited with English Translation by 

Pandit S. Subrahmanya Sastri and T. R. Srinivasa Ayyangar. The Adyar 
Library and Research Centre, 1978. 

KaṭhU Kaṭha-Upaniṣad. See LV. 
LV Eighteen Principal Upaniṣads, edited by V. P. Limaye and R. D. 

Vadekar, Poona: Vaidika Saṃśodhana Maṇḍala, 1958. 
MuU Muṇḍaka-Upaniṣad. See LV. 
PD Pañcadaśī of Vidyāraṇya Muni with a Commentary by Rāmakṛṣṇa, ed. 

Narayan Ram Acharya “Kāvyatīrtha,” Delhi, 1987. 
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SK Sāṅkhyakārikā. See Srinivasan 1967. 
Upad Upadeśasāhasrī. See Mayeda 1973. 
VCH Vivekachudamani of Sri Sankaracharya. Text with English Translation, 

Notes and an Index. By Swami Madhavananda. The Advaita Ashrama, 
Mayavati, Dt. Almora, Himalayas. 1921. 

VCŚ Vivekacūḍāmaṇi, śṛṅgagirijagadguruśrīcandraśekharabhāratīsvāmibhiḥ 
anugṛhītayā vyākhyayā sanāthaḥ. Śrī Jagadguru Candraśekhara 
Bhāratī, 1982. 

VeS Vedāntasāra. See 中村 1962. 
VR Vṛttaratnākara by Śrī Kedārabhaṭṭa. Edited by Ānandajoti Bhikkhu, 

2003. URL: 
https://ancient-buddhist-texts.net/Textual-Studies/Vrttaratnakara/Vrttar
atnakara.pdf 

YS Konrad Meisig, The Yogasūtras of Patañjali: Sanskrit and English. A 
New Translation Based on Textual Criticism, Beiträge zur Indologie, 
Harrassowitz Verlag, Wiesbaden, 2025. 
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伝シャンカラ作『ヴィヴェーカ・チューダーマニ（識別の宝冠）』 
 
sarvavedāntasiddhāntagocaraṃ tam agocaram | 
govindaṃ paramānandaṃ sadguruṃ praṇato 'smy aham || 1 ||1 
 
ヴェーダーンタ（＝ウパニシャッド）の定説すべてに精通し 2、［彼自身は］対

象を超えたもの（＝思議の及ばぬもの）であり、最高の歓喜であり最上の師で

あるゴーヴィンダに私は敬礼します。 
 
jantūnāṃ narajanma durlabham ataḥ puṃstvaṃ tato vipratā 
tasmād vaidikadharmamārgaparatā vidvattvam asmāt param | 
ātmānātmavivecanaṃ svanubhavo brahmātmanā saṃsthitiḥ 
muktir no śatajanmakoṭisukṛtaiḥ puṇyair vinā labhyate || 2 ||3 
 
すべての生類にとって人として生まれることは得難いことである。男として、

バラモンとして生まれることはなおのこと［得難い］。ヴェーダのダルマ（＝ヴ

ェーダの宗教的規範）の道を専らとすることはそれよりもなお［得難い］。賢者

となることはそれよりもさらに［得難い］。アートマンと非アートマンの識別

（viveka）、［真理の］直観、自己がブラフマンとなった状態の持続、ましてや、

解脱（mukti）は何百万・何千万という生において積まれた功徳なしには得られ

ない。 
 
durlabhaṃ trayam evaitad devānugrahahetukam | 
manuṣyatvaṃ mumukṣutvaṃ mahāpuruṣasaṃśrayaḥ || 3 || 
 
人間として生まれること、解脱への希求、優れた人との交わり。この三つは神

の恩寵によるものであり、非常に得難いものである。 
 
labdhvā kathaṃcin narajanma durlabhaṃ tatrāpi puṃstvaṃ śrutipāradarśanam | 
yas tv ātmamuktau na yateta mūḍhadhīḥ sa hy ātmahā svaṃ vinihanty asadgrahāt || 4 ||4 
 
何とかして得難き人としての生を得て、そこで男子となってヴェーダ聖典を遺

漏なく修めたとしても、自己の解脱に向かって努力しない愚鈍なるもの、彼は

自らを殺すものである。非真実なるものにしがみついて、彼は自己を滅ぼす。 
 
itaḥ ko nv asti mūḍhātmā yas tu svārthe pramādyati | 
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durlabhaṃ mānuṣaṃ dehaṃ prāpya tatrāpi pauruṣam || 5 || 
 
得難き人身、それも男性として身体を得ながら、しかし［解脱という］自己の

目的を顧みないもの。彼ほどの愚か者が一体他にいるだろうか。 
 
vadantu śāstrāṇi yajantu devān kurvantu karmāṇi bhajantu devatāḥ | 
ātmaikyabodhena vināpi muktiḥ na sidhyati brahmaśatāntare 'pi || 6 ||5 
 
諸教典を唱えるもよし、神々を祀るもよし、諸祭式行為を行うもよし、諸神格

を信仰するもよし。しかし、アートマンの唯一性（ātmaikya）の知なしでは、た

とえブラフマー神の百年 6を過ごしたとしても、解脱は成就しない。 
 
“amṛtatvasya nāśāsti vittena”7 ity eva hi śrutiḥ | 
bravīti karmaṇo mukter ahetutvaṃ sphuṭaṃ yataḥ || 7 || 
 
聖典はまさに「不死は財によって望むべくもない」と述べている。というのも、

祭式行為が解脱の原因とならないことは明らかであるから。 
 
ato vimuktyai prayateta vidvān saṃnyastabāhyārthasukhaspṛhaḥ san | 
santaṃ mahāntaṃ samupetya deśikaṃ tenopadiṣṭārthasamāhitātmā || 8 ||8 
 
それゆえ賢者は、優れた良き師に近づき、その師によって示されたことに集中

して、外界の対象における快楽への欲求を捨てつつ、解脱に向けて努力すべき

である。 
 
uddhared ātmanātmānaṃ magnaṃ saṃsāravāridhau | 
yogārūḍhatvam āsādya samyagdarśananiṣṭhayā || 9 || 
 
ヨーガに登った人となり 9、正しい見解に立脚することによって、輪廻の海に沈

んだアートマンを自ら引き上げるべし。 
 
sannyasya sarvakarmāṇi bhavabandhavimuktaye | 
yatyatāṃ paṇḍitair dhīrair ātmābhyāsa upasthitaiḥ || 10 || 
 
アートマンの修習に専念する知性ある賢者たちは、すべての祭式行為を放棄し、

生存という束縛からの解放に向けて努力すべきである。 
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cittasya śuddhaye karma na tu vastūpalabdhaye | 
vastusiddhir vicāreṇa na kiṃcit karmakoṭibhiḥ || 11 || 
 
祭式行為は心の浄化のためのものであり、真実の獲得のためにあるのではない。

真実の確立は考察によって得られるのであって、百千万もの祭式行為によって

も得られない。 
 
samyagvicārataḥ siddhā rajjutattvāvadhāraṇā | 
bhrāntoditamahāsarpabhayaduḥkhavināśinī || 12 || 
 
正しい考察にもとづいて、［蛇ではなく］縄という真相の確定が得られ、見間違

いから生じた大蛇に対する恐怖という苦しみが消滅する。 
 
arthasya niścayo dṛṣṭo vicāreṇa hitoktitaḥ | 
na snānena na dānena prāṇāyāmaśatena vā || 13 || 
 
対象の決定は、有益な助言にもとづく考察によって経験的に得られる。沐浴、

布施、あるいは何百回と調息（prāṇāyāma）10を実践しても得られない。 
 
adhikāriṇam āśāste phalasiddhir viśeṣataḥ | 
upāyā deśakālādyāḥ santy asmin sahakāriṇaḥ || 14 || 
 
結果が成就するためには、とりわけ、［その行為に相応しい］有資格者が必要で

ある。時と場所といった手段は、この［有資格者］において補助的なものであ

る。 
 
ato vicāraḥ kartavyo jijñāsor ātmavastunaḥ | 
samāsādya dayāsindhuṃ guruṃ brahmavid uttamam || 15 || 
 
それゆえ、アートマンという真実を知ろうと望むものは、ブラフマンを知るも

のであり、大海のごとき慈悲をもつ最上の師に正しく近づいてから、考察（vicāra）
を行うべきである。 
 
medhāvī puruṣo vidvān ūhāpohavicakṣaṇaḥ | 
adhikāry ātmavidyāyām uktalakṣaṇalakṣitaḥ || 16 || 
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知性あり、賢く、論理的思考 11に長けた男子。このような特性を備えたものが、

アートマンの知に対する資格を有するもの（adhikārin）である。 
 
vivekino viraktasya śamādiguṇaśālinaḥ | 
mumukṣor eva hi brahmajijñāsāyogyatā matā || 17 || 
 
識別をもち、欲望を離れ、寂静などの特性をそなえ、解脱を希求するもののみ

が、ブラフマンの考究に相応しいものであると考えられている。 
 
sādhanāny atra catvāri kathitāni manīṣibhiḥ | 
yeṣu satsv eva sanniṣṭhā yadabhāve na sidhyati || 18 || 
 
それ（＝ブラフマンの考究）については、四つの手段があると賢者によって語

られた。それらの手段がある時にのみ、ブラフマンに向けられた考究があり、

それらがない時にはそれ（＝ブラフマンの考究）は成立しない。 
 
ādau nityānityavastuvivekaḥ parigamyate | 
ihāmutraphalabhogavirāgas tadanantaram | 
śamādiṣaṭkasampattir mumukṣutvam iti sphuṭam || 19 || 
 
まずは常住なるものと無常なるものとの識別（nityānityavastuviveka）が完全に得

ら れ 、 こ の 世 お よ び か の 世 に お け る 果 報 の 享 受 か ら の 離 欲

（ihāmutraphalabhogavirāga）が起こる。その次には寂静など六つからなるもの 12

の完成（śamādiṣaṭkasampatti）、そしてもちろん解脱への希求（mumukṣutva）13。 
 
brahma satyaṃ jaganmithyety evaṃrūpo viniścayaḥ | 
so 'yaṃ nityānityavastuvivekaḥ samudāhṛtaḥ || 20 || 
 
ブラフマンは真実であり、世界は虚妄である。というように確信すること。こ

れがすなわち、常住なるものと無常なるものとの識別と呼ばれるものである。 
 
tad vairāgyaṃ jihāsā yā darśanaśravaṇādibhiḥ | 
dehādibrahmaparyante hy anitye bhogavastuni || 21 || 
 
身体から始まりブラフマー神に至るまで、享受の対象である無常なる実在に対
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して、観察や聴聞などによって［それを無常であると知って］捨てようと望む

こと、これが離欲（vairāgya）である。 
 
virajya viṣayavrātād doṣadṛṣṭyā muhurmuhuḥ | 
svalakṣye niyatāvasthā manasaḥ śama ucyate || 22 || 
 
その欠陥を繰り返し観察することによって、多数の対象から心を切り離し、心

（manas）を自己の目的にしっかりと定めること。これが寂静（śama）である。 
 
viṣayebhyaḥ parāvartya sthāpanaṃ svasvagolake | 
ubhayeṣām indriyāṇāṃ sa damaḥ parikīrtitaḥ | 
bāhyānālambanaṃ vṛtter eṣoparatir uttamā || 23 || 
 
両諸感官（＝五知覚器官と五行為器官 14）を諸々の対象から引き離し、それぞ

れの円心（golaka）にしっかりと据えること。これが自制（dama）と呼ばれるも

のである。［心の］働きを外界の対象に向けないこと。これが最上の停止（uparati）
である。 
 
sahanaṃ sarvaduḥkhānām apratīkārapūrvakam | 
cintāvilāparahitaṃ sā titikṣā nigadyate || 24 || 
 
あらゆる苦しみに抵抗することなく耐え忍び、不安や悲嘆のないこと。これが

忍耐（titikṣā）である。 
 
śāstrasya guruvākyasya satyabuddhyavadhāraṇam | 
sā śraddhā kathitā sadbhir yayā vastūpalabhyate || 25 || 
 
教典と師の言葉を真実の知であると確信すること。賢者はこれを信仰と呼ぶ。

この信仰によって実在が知覚される。 
 
samyagāsthāpanaṃ15 buddheḥ śuddhe brahmaṇi sarvadā | 
tat samādhānam ity uktaṃ na tu cittasya lālanam || 26 || 
 
清浄なるブラフマンにブッディを常に正しく向けること。これが集中であると

言われる。心をなだめることが集中ではない。 
 



9 
 

ahaṃkārādidehāntān bandhān ajñānakalpitān | 
svasvarūpāvabodhena moktum icchā mumukṣutā || 27 || 
 
それ自身の本来のあり方に目覚めることによって、無知（ajñāna）によって仮構

された、アハンカーラ（ahaṃkāra）に始まり身体に至る諸々の束縛から自己を解

放しようと望むこと。これが解脱への希求（mumukṣutā）である。 
 
mandamadhyamarūpāpi vairāgyeṇa śamādinā | 
prasādena guroḥ seyaṃ pravṛddhā sūyate phalam || 28 || 
 
解脱への希求が弱かったり、ほどほどであっても、離欲や寂静などによって、

また、師の恩寵によって、それが強く大きくなれば、果報をもたらす。 
 
vairāgyaṃ ca mumukṣutvaṃ tīvraṃ yasya tu vidyate | 
tasminn evārthavantaḥ syuḥ phalavantaḥ śamādayaḥ || 29 || 
 
ある人に離欲と解脱への希求が強くあるならば、その人に対してのみ寂静など

は有意義であり、果報をもたらすものとなる。 
 
etayor mandatā yatra viraktatvamumukṣayoḥ | 
marau salilavat tatra śamāder bhānamātratā || 30 || 
 
この離欲と解脱への希求とが弱い場合、寂静などは蜃気楼のごとくただの見せ

かけである。 
 
mokṣakāraṇasāmagryāṃ bhaktir eva garīyasī | 
svasvarūpānusandhānaṃ bhaktir ity abhidhīyate || 31 || 
 
解脱の原因の総体の中で、バクティ（bhakti, 信愛）のみがより優れたものであ

る。それ自身の本来のあり方を探求すること（anusandhāna）がバクティである

と言われる。 
 
svātmatattvānusandhānaṃ bhaktir ity apare jaguḥ | 
uktasādhanasampannas tattvajijñāsur ātmanaḥ | 
upasīded guruṃ prājñaṃ yasmād bandhavimokṣaṇam || 32 || 
自己のアートマンの真実性を探求することがバクティであるというものたちも
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いる。以上述べられた解脱の手段を備え、アートマンの真実性を知りたいと望

むものは、智慧ある師のもとに赴くべきである。その師によって束縛からの解

放がある。 
 
śrotriyo 'vṛjino 'kāmahato yo brahmavittamaḥ | 
brahmaṇy uparataḥ śānto nirindhana ivānalaḥ | 
ahetukadayāsindhur bandhur ānamatāṃ satām || 33 || 
 
聖典に学び、罪悪を離れ、愛欲に心乱れることがないものは、最もよくブラフ

マンを知る人である。燃え尽きた炎のごとく、ブラフマンにおいて停止し、静

寂である。救いを求めて帰依する人々には、理由を問わずに際限なく慈悲を与

える友である。 
 
tam ārādhya guruṃ bhaktyā prahvapraśrayasevanaiḥ | 
prasannaṃ tam anuprāpya pṛcchej jñātavyam ātmanaḥ || 34 || 
 
信愛によってその師を崇め、伏礼と謙虚さと奉仕によって満足した師のもとに

近づいてから、己の知るべきことを彼にたずねるべきである。 
 
svāmin namas te natalokabandho kāruṇyasindho patitaṃ bhavābdhau | 
mām uddharātmīyakaṭākṣadṛṣṭyā ṛjvyātikāruṇyasudhābhivṛṣṭyā || 35 ||16 
 
「師よ、あなたに敬意をもつものたちの友よ、慈悲の大海のごとき人よ。あな

たに敬礼いたします。優れた慈悲から恩寵が降り注ぐ、ご自身のまっすぐなま

なざしによって、生存の海に落ちた私を引き上げてください。」 
 
durvārasaṃsāradavāgnitaptaṃ dodhūyamānaṃ duradṛṣṭavātaiḥ | 
bhītaṃ prapannaṃ paripāhi mṛtyoḥ śaraṇyam anyad yad ahaṃ na jāne || 36 ||17 
 
「耐え難い輪廻という山火事の炎に苦しめられ、不幸という風に強く揺さぶら

れ、恐れ慄いてあなたに救いを求めてやってきた私をどうか死から護ってくだ

さい。というのも、私はあなたをおいて他に寄る辺を知らないのです。」 
 
śāntā mahānto nivasanti santo vasantavallokahitaṃ carantaḥ | 
tīrṇāḥ svayaṃ bhīmabhavārṇavaṃ janān ahetunānyān api tārayantaḥ || 37 ||18 
「寂静にあって優れた人々は、春という季節のごとくに、世間の人々のために
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ふるまいます。彼らはこの恐ろしい生存の大海を自ら渡り、さらに理由がなく

とも他の人々をも渡らせます。」 
 
ayaṃ svabhāvaḥ svata eva yatparaśramāpanodapravaṇaṃ mahātmanām | 
sudhāṃśur eṣa svayam arkakarkaśaprabhābhitaptām avati kṣitiṃ kila || 38 ||19 
 
「このように、まさに自ら他人の苦しみを取り除こうとするのは、優れた人々

の本性です。それはまるで、太陽の強い光に苦しめられた大地を自ら護ろうと

する月のようです。」 
 
brahmānandarasānubhūtikalitaiḥ pūtaiḥ suśītaiḥ sitaiḥ20 
yuṣmadvākkalaśojjhitaiḥ śrutisukhair vākyāmṛtaiḥ secaya | 
saṃtaptaṃ bhavatāpadāvadahanajvālābhir enaṃ prabho 
dhanyās te bhavadīkṣaṇakṣaṇagateḥ pātrīkṛtāḥ svīkṛtāḥ || 39 ||21 
 
「主よ、生存の苦しみという森の大火事の炎によって焼かれているこの［私に］、

ブラフマンという歓喜の精髄を味わうことで生み出され、あなたの口という水

瓶から放たれた、浄化され、よく冷やされ、よく整えられ、耳に心地よい、不

死なる言葉を降り注いでください。あなたの眼差しがたとえ一瞬でもそこに注

がれ、あなたのものとされるならば、その人々は幸福です。」 
 
kathaṃ tareyaṃ bhavasindhum etaṃ kā vā gatir me katamo 'sty upāyaḥ | 
jāne na kiñcit kṛpayāva māṃ prabho saṃsāraduḥkhakṣatim ātanuṣva || 40 ||22 
 
「この生存の河をどうやって渡るべきか。［仮に渡れたとして、］私にはどんな

行く末があるのか。［渡るために］どんな手段があるのか。私にはまったくわか

りません。主よ、お願いです、私のことをお守りください（kṛpayā-ava）。輪廻

の苦しみを終わらせてください。」 
 
tathā vadantaṃ śaraṇāgataṃ svaṃ saṃsāradāvānalatāpataptam | 
nirīkṣya kāruṇyarasārdradṛṣṭyā dadyād abhītiṃ sahasā mahātmā || 41 ||23 
 
偉大なる人は、輪廻の大火に苦しめられ、このように語りながら自らに助けを

乞い求めてやってきた者を慈悲という湿り気で濡れたまなざしによって一瞥し

てから、その人にただちに無畏を与えるべきである。 
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vidvān sa tasmā upasattim īyuṣe mumukṣave sādhu yathoktakāriṇe | 
praśāntacittāya śamānvitāya tattvopadeśaṃ kṛpayaiva kuryāt || 42 ||24 
 
師のもとに参じ、解脱をもとめ、［聖典に］述べられるがごとくに行為し、心を

落ち着け、寂静と結びついたその人に、賢者はまさしく慈悲によって真実の教

説を授けるべきである。 
 
mā bhaiṣṭa vidvaṃs tava nāsty apāyaḥ saṃsārasindhos taraṇe 'sty upāyaḥ | 
yenaiva yātā yatayo 'sya pāraṃ tam eva mārgaṃ tava nirdiśāmi || 43 ||25 
 
「賢者よ、恐れることはない。あなたには死はなく、輪廻の海を渡るに際して

方策がある。修行者たちがその道をたどって輪廻の海を渡ってきたまさにその

道をこれからあなたに教えよう。」 
 
asty upāyo mahān kaścit saṃsārabhayanāśanaḥ | 
tena tīrtvā bhavāmbhodhiṃ paramānandam āpsyasi || 44 || 
 
「輪廻の恐怖を終わらせる優れた方策がある。その方策によってあなたは輪廻

の大海を渡り、最高の歓喜に到達する。」 
 
vedāntārthavicāreṇa jāyate jñānam uttamam | 
tenātyantikasaṃsāraduḥkhanāśo bhavaty anu || 45 || 
 
「ヴェーダーンタ（ウパニシャッド）の意味を考察することで、最高の知が生

じる。その最高の知が生じて後、輪廻の苦しみの究極的な消滅が生じる。」 
 
śraddhābhaktidhyānayogān mumukṣoḥ mukter hetūn vakti sākṣāc chruter gīḥ | 
yo vā eteṣv eva tiṣṭhaty amuṣya mokṣo 'vidyākalpitād dehabandhāt || 46 ||26 
 
「解脱を望むものにとって、解脱の原因となる信仰、信愛、禅定への専念を直

接に説き示す聖典の言葉がある。まさにそれらの手段に依るものには、無明に

よって仮構された身体の束縛からの解放がある。」 
 
ajñānayogāt paramātmanas tava hy anātmabandhas tata eva saṃsṛtiḥ | 
tayor vivekoditabodhavahniḥ ajñānakāryaṃ pradahet samūlam || 47 ||27 
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「あなたは最高のアートマンであるのに、その同じあなたは無知との結びつき

によってアートマンならざるものに束縛され、輪廻している。アートマンとア

ートマンならざるものとの識別から生じた知の炎は、無知から生じた結果をそ

の原因もろとも焼き尽くすだろう。」 
 
śiṣya uvāca 
 
弟子は語った。 
 
kṛpayā śrūyatāṃ svāmin praśno 'yaṃ kriyate mayā | 
yaduttaram ahaṃ śrutvā kṛtārthaḥ syāṃ bhavanmukhāt || 48 || 
 
「主よ、どうかお聞きください。私はあなたに次のことをおたずねします。そ

の答えをあなた様の口から聞いたならば、わたしの目的は成就することでしょ

う。」 
 
ko nāma bandhaḥ katham eṣa āgataḥ kathaṃ pratiṣṭhāsya kathaṃ vimokṣaḥ | 
ko 'sāv anātmā paramaḥ ka ātmā tayor vivekaḥ katham etad ucyatām || 49 ||28 
 
「束縛とは何か。それはどのようにしてやってくるのか。束縛はなぜ長く続く

のか。どのようにして束縛からの解放があるのか。このアートマンならざるも

のとは何か。最高アートマンとは何か。どのようにして、この両者（最高アー

トマンとアートマンならざるもの）の識別があるのか。このことを語ってくだ

さい。」 
 
śrīgurur uvāca 
 
師は語った。 
 
dhanyo 'si kṛtakṛtyo 'si pāvitaṃ te kulaṃ tvayā | 
yadavidyābandhamuktyā brahmībhavitum icchasi || 50 || 
 
「無明の束縛から解放されてブラフマンになろうと望むとは、あなたは吉祥な

るものであり、すでに目的を成就したものである。あなたの一族はそのような

あなたによって清められた。」 
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ṛṇamocanakartāraḥ pituḥ santi sutādayaḥ | 
bandhamocanakartā tu svasmād anyo na kaścana || 51 || 
 
「祖先からの債務（ṛṇa）の返済をなしえるのは息子たちである。しかし、束縛

からの解放をなしえるのは、自分自身の他に誰もいない。」 
 
mastakanyastabhārāder duḥkham anyair nivāryate | 
kṣudhādikṛtaduḥkhaṃ tu vinā svena na kenacit || 52 || 
 
「頭の上に置かれた重荷などによる苦しみは他人によって取り除かれる。しか

し、飢えなどからくる苦しみは、自分以外の誰かによって取り除かれることは

ない。」 
 
pathyam auṣadhasevā ca kriyate yena rogiṇā | 
ārogyasiddhir dṛṣṭāsya nānyānuṣṭhitakarmaṇā || 53 || 
 
「病人がハリータキーや薬草を服用すれば、その人の病気は治る。他人が何を

しようとも病気は治らない。」 
 
vastusvarūpaṃ sphuṭabodhacakṣuṣā svenaiva vedyaṃ na tu paṇḍitena | 
candrasvarūpaṃ nijacakṣuṣaiva jñātavyam anyair avagamyate kim || 54 ||29 
 
「実在の本来のあり方は、疑いなき知をもつ人の眼によって、まさしく自ら知

られるべきであって、誰か別の賢者によって知られるべきものではない。月の

姿は、自身の眼で見た人のみによって知られるのであって、どうして他人によ

ってそれが知られようか。」 
 
avidyākāmakarmādipāśabandhaṃ vimocitum | 
kaḥ śaknuyād vinātmānaṃ kalpakoṭiśatair api || 55 || 
 
「何十億カルパ（劫）という時間をかけたとしても、自分自身以外の一体誰が、

無明・愛欲・業などといった束縛から逃れることができるだろうか。」 
 
na yogena na sāṃkhyena karmaṇā no na vidyayā | 
brahmātmaikatvabodhena mokṣaḥ sidhyati nānyathā || 56 || 
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「解脱は、ヨーガによっても、サーンキヤによっても、行為・祭祀によっても、

［有属性ブラフマンを対象とするウパニシャッドの］知によっても得られない。

梵我一如の知によってのみ、解脱は達成される。それ以外のいかなる方法によ

っても得られない。」 
 
 
vīṇāyā rūpasaundaryaṃ tantrīvādanasauṣṭhavam | 
prajārañjanamātraṃ tan na sāmrājyāya kalpate || 57 || 
 
「ヴィーナーの美しい姿形やその弦をつま弾く奏者の巧みさは、人々を喜ばせ

るだけのものである。それは帝王の位をもたらすものではない。」 
 
vāgvaikharī śabdajharī śāstravyākhyānakauśalam | 
vaiduṣyaṃ viduṣāṃ tadvad bhuktaye na tu muktaye || 58 || 
 
「同じように、明快な言葉を語ること、よどみなく雄弁なこと、教典の解説に

巧みなこと、博識であること、これらは賢者たちにとって楽しみとなるが、解

脱へとは導かない。」 
 
avijñāte pare tattve śāstrādhītis tu niṣphalā | 
vijñāte 'pi pare tattve śāstrādhītis tu niṣphalā || 59 || 
 
「最高の真実が知られないならば、教典の学習は無意味である。最高の真実が

知られるとしても、教典の学習は無意味である。」 
 
śabdajālaṃ mahāraṇyaṃ cittabhramaṇakāraṇam | 
ataḥ prayatnāj jñātavyaṃ tattvajñais30 tattvam ātmanaḥ || 60 || 
 
「言葉の網は大きな森［のようなもの］であり、心を惑わす原因となる。それ

故、真実を知る者たちは、努力をもってアートマンの真実を認識すべきである。」 
 
ajñānasarpadaṣṭasya brahmajñānauṣadhaṃ vinā | 
kimu vedaiś ca śāstraiś ca kimu mantraiḥ kim auṣadhaiḥ || 61 || 
 
「無知という蛇に咬まれたものにとって、ブラフマンの知という薬草なしでは、

たとえ諸々のヴェーダによってであろうと、諸々の教典によってであろうと、
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また、マントラ（真言）によってであろうと、薬草によってであろうと［毒は

癒えない］。」 
 
na gacchati vinā pānaṃ vyādhir auṣadhaśabdataḥ | 
vināparokṣānubhavaṃ brahmaśabdair na mucyate || 62 || 
 
「病気は、『薬』という言葉によっては治らず、薬を飲まなければ治らない。人

は、ブラフマンを直観することなしに、『ブラフマン』という言葉 31によっては

解放されない。」 
 
akṛtvā dṛśyavilayam ajñātvā tattvam ātmanaḥ | 
brahmaśabdaiḥ kuto muktir uktimātraphalair nṛṇām || 63 || 
 
「可見［なる世界］を滅せず、アートマンの真実を知らずして、ただ言葉を口

にしたという結果しかもたらさない『ブラフマン』という言葉によって、人々

にどうして解脱があろうか。」 
 
akṛtvā śatrusaṃhāram agatvākhilabhūśriyam | 
rājāham iti śabdān no rājā bhavitum arhati || 64 || 
 
「敵を征服せずして、領土と繁栄の全てを得ずして、『私は王である』という言

葉のみによって、人は王たることはできない。」 
 
āptoktiṃ khananaṃ tathopariśilāpākarṣaṇaṃ32 svīkṛtiṃ 
nikṣepaḥ samapekṣate na hi bahiḥ śabdais tu nirgacchati | 
tadvad brahmavidopadeśamananadhyānādibhir labhyate 
māyākāryatirohitaṃ svam amalaṃ tattvaṃ na duryuktibhiḥ || 65 ||33 
 
「［金などの］財宝［を得る］には、信頼できる言葉、掘り出し、上に被さった

石の除去、さらに確保［という過程］が必要であり、言葉だけによって外にそ

のまま現れ出ることはない。同様に、マーヤー（幻影）の結果［である現象世

界］に覆い隠された無垢なる自己の真実は、ブラフマンを知る者による 34教説

を受け、熟慮し、禅定を重ねることなどを通じて 35獲得されるのであって、誤

った方法によっては得られない。」 
 
tasmāt sarvaprayatnena bhavabandhavimuktaye | 
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svenaiva36 yatnaḥ kartavyo rogāder37 iva paṇḍitaiḥ || 66 || 
 
「それ故、賢者たちは、病気からの［解放のために努める］ように、生存の束

縛からの解放のために、あらゆる努力を尽くして、まさに自ら努力をなすべき

である。」 
 
yas tvayādya kṛtaḥ praśno varīyāñ chāstravinmataḥ38 | 
sūtraprāyo nigūḍhārtho jñātavyaś ca mumukṣubhiḥ || 67 || 
 
「あなたが今なした問いは卓越している。［というのもそれは］教典に通じた者

たちによって問われるようなものであり、スートラのように簡潔で深意を秘め

たものである［から］。［それゆえに］解脱を希求する者たちが知るべきもので

ある。」 
 
śṛṇuṣvāvahito vidvan yan mayā samudīryate | 
tad etacchravaṇāt sadyo bhavabandhād vimokṣyase || 68 || 
 
「賢者よ、注意深く聞きなさい。私が語る言葉を。それを聞けば、あなたは直

ちに生存の束縛から解放されるだろう。」 
 
mokṣasya hetuḥ prathamo nigadyate vairāgyam atyantam anityavastuṣu | 
tataḥ śamaś cāpi damas titikṣā nyāsaḥ prasaktākhilakarmaṇāṃ bhṛśam || 69 ||39 
 
「行為に深く囚われている人々に対しては、解脱の手段として、まず、無常な

る事物に対する徹底的な離欲［が説かれる］。そして、寂静・自制・忍耐、さら

に徹底した放棄［が説かれる］。」 
 
tataḥ śrutis tanmananaṃ satattvadhyānaṃ ciraṃ nityanirantaraṃ muneḥ | 
tato 'vikalpaṃ param etya vidvān ihaiva nirvāṇasukhaṃ samṛcchati || 70 ||40 
 
「そして、修行者にとっては、教説の聴聞、その熟慮、真理を対象とした瞑想

を、長く、常に絶え間なく行うこと。そうして、知者は、無分別なる最高［の

境地］に到達し、まさにこの世において、涅槃という至福に至る。」 
 
yad boddhavyaṃ tavedānīm ātmānātmavivecanam | 
tad ucyate mayā samyak śrutvātmany avadhāraya || 71 || 
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「あなたが今まさに知るべきもの、すなわちアートマンと非アートマンとの識

別について、これから私が正しく語ろう。それをよく聞き、自己の内にしっか

りと定めなさい。」 
 
majjāsthimedaḥpalaraktacarmatvagāhvayair dhātubhir ebhir anvitam | 
pādoruvakṣobhujapṛṣṭhamastakair aṅgair upāṅgair upayuktam etat || 72 ||41 
 
「髄、骨、脂肪、肉、血、皮膚、外皮とよばれるこれらの諸要素からなり、両

足、腿、胸、腕、背、頭などの主要部分とその付属部分によってそれ（=身体）

は構成されている。」 
 
ahaṃmametiprathitaṃ śarīraṃ mohāspadaṃ sthūlam itīryate budhaiḥ | 
nabhonabhasvaddahanāmbubhūmayaḥ sūkṣmāṇi bhūtāni bhavanti tāni || 73 ||42 
 
「『我である』『我のものである』と思われているこの身体は、迷妄の拠り所で

あり、賢者たちはそれを粗大なものと呼ぶ。［他方、］虚空・風・火・水・地は、

微細な元素である。」 
 
parasparāṃśair militāni bhūtvā sthūlāni ca sthūlaśarīrahetavaḥ | 
mātrās tadīyā viṣayā bhavanti śabdādayaḥ pañca sukhāya bhoktuḥ || 74 ||43 
 
「［微細な元素は］それぞれ一部分が混ざり合って粗大な元素となる。粗大な元

素は粗大な身体の原因となる。それぞれに属する微細な要素（tanmātra）は、声

など五つの（＝色・音・香・味・触）対象として享受者の快楽のためにある。」 
 
ya eṣu mūḍhā viṣayeṣu baddhā rāgorupāśena sudurdamena | 
āyānti niryānty adha ūrdhvam uccaiḥ svakarmadūtena javena nītāḥ || 75 ||44 
 
「愚かな者たちは、愛着というきわめて制御しがたい強大な縄によってこれら

の対象に縛り付けられ、自らの業という使者によってたちまちに導かれ、下に

上に、さらに上にと、やって来ては去って行く。」 
 
śabdādibhiḥ pañcabhir eva pañca pañcatvam āpuḥ svaguṇena baddhāḥ | 
kuraṅgamātaṅgapataṅgamīnabhṛṅgā naraḥ pañcabhir añcitaḥ kim || 76 ||45 
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「まさに音などの五つの対象によって、それぞれの習性（guṇa）に縛られた五

つのもの、鹿・象・蛾・魚・蜜蜂は死に至る。五つの対象すべてにまとわりつ

かれた人間はいったいどうなるであろうか 46。」 
 
doṣeṇa tīvro viṣayaḥ kṛṣṇasarpaviṣād api | 
viṣaṃ nihanti bhoktāraṃ draṣṭāraṃ cakṣuṣāpy ayam || 77 || 
 
「対象は、その害悪性において黒蛇の毒よりもなお強烈である。毒はそれを飲

んだ者を殺すにすぎないが、この対象は、目で見るだけの者さえも［殺す］。」 
 
viṣayāśāmahāpāśād yo vimuktaḥ sudustyajāt | 
sa eva kalpate muktyai nānyaḥ ṣaṭśāstravedy api || 78 || 
 
「対象への欲望という、きわめて捨て難い強大な縄から解放された者、その者

のみが解脱に適うものとなる。他の者はそうではない。たとえ六つの学問に通

じていても。」 
 
āpātavairāgyavato mumukṣūn bhavābdhipāraṃ pratiyātum udyatān | 
āśāgraho majjayate 'ntarāle nigṛhya kaṇṭhe vinivartya vegāt || 79 ||47 
 
「うわべだけの離欲しかもたずに解脱を求める者たちが生存の大海を彼岸に渡

ろうとするならば、その途上で欲望というワニが彼らの喉をつかみ、激しく引

き戻して沈めてしまう。」 
 
viṣayākhyagraho yena suviraktyasinā hataḥ | 
sa gacchati bhavāmbhodheḥ pāraṃ pratyūhavarjitaḥ || 80 || 
 
「対象という名のワニを、完全な離欲という剣によって打ち倒した者、彼は障

害なく生存の大海の彼岸へと渡る。」 
 
viṣamaviṣayamārgair gacchato 'nacchabuddheḥ 
pratipadam abhiyāto mṛtyur apy eṣa viddhi | 
hitasujanaguruktyā gacchataḥ svasya yuktyā 
prabhavati phalasiddhiḥ satyam ity eva viddhi || 81 ||48 
 
「険しい対象という道を、曇った知性のまま進む者には、この死が一歩一歩近
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づいてくると知れ。他方、良識ある人、善き人、師の教えに従い、自らの理知

によって進む者には、目的の成就が生じる。このことはまさに真実であると知

れ。」 
 
mokṣasya kāṅkṣā yadi vai tavāsti tyajātidūrād viṣayān viṣaṃ yathā | 
pīyūṣavattoṣadayākṣamārjavapraśāntidāntīr bhaja nityam ādarāt || 82 ||49 
 
「もしあなたに本当に解脱への願望があるならば、対象を毒のように遠くから

退けよ。［そして］甘露の如き満足・慈悲・忍耐・正直・平静・自制を、常に敬

意をもって実践せよ。」 
 
anukṣaṇaṃ yat parihṛtya kṛtyam anādyavidyākṛtabandhamokṣaṇam | 
dehaḥ parārtho 'yam amuṣya poṣaṇe yaḥ sajjate sa svam anena hanti || 83 ||50 
 
「無始の無明（avidyā）によって作られた束縛からの解放は一瞬一瞬なすべきこ

とであるが、これを捨てて、この身体は他のためのものである［にもかかわら

ず］その養育に執着する者は、この身体によって自らを滅ぼす。」 
 
śarīrapoṣaṇārthī san ya ātmānaṃ didṛkṣati | 
grāhaṃ dārudhiyā dhṛtvā nadīṃ tartuṃ sa gacchati || 84 || 
 
「身体の養育に執着しながらアートマンを見ようとする者は、ワニを丸太と思

ってつかみ、川を渡ろうとする者に等しい。」 
 
moha eva mahāmṛtyur mumukṣor vapurādiṣu | 
moho vinirjito yena sa muktipadam arhati || 85 || 
 
「身体などに対する迷妄こそが、解脱を求める者にとっての大いなる死である。

その迷妄を克服した者が、解脱の境地に到達するに値する。」 
 
mohaṃ jahi mahāmṛtyuṃ dehadārasutādiṣu | 
yaṃ jitvā munayo yānti tadviṣṇoḥ paramaṃ padam || 86 || 
 
「身体・妻・子などに対する迷妄という大いなる死を打ち破れ。聖仙たちは、

それを克服して、かのヴィシュヌ神の最高の境地へと到達する。」 
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tvaṅmāṃsarudhirasnāyumedomajjāsthisaṃkulam | 
pūrṇaṃ mūtrapurīṣābhyāṃ sthūlaṃ nindyam idaṃ vapuḥ || 87 || 
 
「皮膚・肉・血・筋・脂肪・髄・骨が寄り集まり、尿と糞便とで満たされたこ

の粗大な身体は、忌避されるべきものである。」 
 
pañcīkṛtebhyo bhūtebhyaḥ sthūlebhyaḥ pūrvakarmaṇā | 
samutpannam idaṃ sthūlaṃ bhogāyatanam ātmanaḥ | 
avasthā jāgarastasya sthūlārthānubhavo yataḥ || 88 || 
 
「五分結合 51された粗大な諸元素から、過去の業によって、この粗大な身体は

生じた。これはアートマンにとって享受の場所である。その状態は覚醒位 52で

ある。なぜなら、そのとき粗大な対象の経験があるからである。」 
 
bāhyendriyaiḥ sthūlapadārthasevāṃ srakcandanastryādivicitrarūpām | 
karoti jīvaḥ svayam etadātmanā tasmāt praśastir vapuṣo 'sya jāgare || 89 ||53 
 
「個我（jīva）は、自ら身体そのものとなって、外的感官を通じて、花環・白檀・

女などさまざまな粗大な対象を享受する。ゆえに、この身体の顕現は覚醒時に

おいて顕著である。」 
 
sarvo ’pi bāhyasaṃsāraḥ puruṣasya yadāśrayaḥ | 
viddhi deham idaṃ sthūlaṃ gṛhavad gṛhamedhinaḥ || 90 || 
 
「外的な経験世界のすべてが粗大な身体を拠り所としている。人間にとっての

その粗大な身体を、家住者にとっての家のようなものと知れ。」 
 
sthūlasya saṃbhavajarāmaraṇāni dharmāḥ 
sthaulyādayo bahuvidhāḥ śiśutādyavasthāḥ | 
varṇāśramādiniyamā bahudhāmayāḥ syuḥ 
pūjāvamānabahumānamukhā viśeṣāḥ || 91 ||54 
 
「粗大な身体には、生・老・死がその属性として備わる。体の大きさなどのさ

まざまな状態、幼少期などの諸段階、またヴァルナ（種姓）・アーシュラマ（住

期）などの規定、さらには種々の病もそれに属する。さらに、崇敬・軽蔑・尊

敬をはじめとする多くの特性もまた身体に付随する。」 
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buddhīndriyāṇi śravaṇaṃ tvag akṣi ghrāṇaṃ ca jihvā viṣayāvabodhanāt | 
vāk pāṇi pādā gudam apy upasthaḥ karmendriyāṇi pravaṇena karmasu || 92 ||55 
 
「聴覚器官・触覚器官・視覚器官・嗅覚器官・そして味覚器官は、対象を知覚

することから、知覚器官である。また、発声器官・手・足・排泄器官・さらに

生殖器は、諸行為へと向かうことから、行為器官である。」 
 
nigadyate 'ntaḥkaraṇaṃ mano dhīr ahaṃkṛtiś cittam iti svavṛttibhiḥ | 
manas tu saṃkalpavikalpanādibhiḥ buddhiḥ padārthādhyavasāyadharmataḥ || 93 ||56 
atrābhimānād aham ity ahaṃkṛtiḥ svārthānusandhānaguṇena cittam || 94 ||57 
 
「内的器官は、そのそれぞれ固有の働き（vṛtti）に応じて、マナス（manas）・デ

ィー（dhī=buddhi, ブッディ 58）・アハンカーラ（ahaṃkāra）・チッタ（citta）と

呼ばれる。マナスは構想・分別などの働きによって、ブッディは意味対象につ

いて確定的判断を下す性質によって、そのように呼ばれる。これ（＝身体）に

対して「私である」との思い込み［が生じる］から、アハンカーラ（ahaṃkāra）
と呼ばれる。また、自らを対象として省察する性質によって、チッタと呼ばれ

る。」 
 
prāṇāpānavyānodānasamānā bhavaty asau prāṇaḥ | 
svayam eva vṛttibhedād vikṛtibhedāt suvarṇasalilādivat || 95 ||59 
 
「この気息（prāṇa）は、本来ただ一つのものであるが、働き（vṛtti）の違いによ

って、プラーナ・アパーナ・ヴィヤーナ・ウダーナ・サマーナとなる。ちょう

ど金や水などが、異なる変容によってさまざまな姿をとるように。」 
 
vāgādi pañca śravaṇādi pañca prāṇādi pañcābhramukhāni pañca | 
buddhyādy avidyāpi ca kāmakarmaṇī puryaṣṭakaṃ sūkṣmaśarīram āhuḥ || 96 ||60 
 
「発声器官などの五つ［の行為器官］、聴覚器官などの五つ［の知覚器官］、プ

ラーナなどの五つ［の気息］、空をはじめとする五つ［の微細な元素］、さらに

ブッディをはじめとするもの［内的器官］、そして無明、欲望と業。これらから

成る微細な身体を、「八つの都城（puryaṣṭaka）」という。」 
 
idaṃ śarīraṃ śṛṇu sūkṣmasaṃjñitaṃ liṅgaṃ tv apañcīkṛtabhūtasaṃbhavam | 
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savāsanaṃ karmaphalānubhāvakaṃ svājñānato 'nādir upādhir ātmanaḥ || 97 ||61 
 
「この身体は「微細なもの」と称される［アートマンを知らしめる］徴表的身

体（liṅgaśarīra）であり、五元素が五分結合によって粗大化される前の微細な元

素から生じたものであると聞け。それは潜勢力（vāsanā）を伴い、業の果報を経

験させるものであり、自己の無知にもとづく、始まりなきアートマンの制約条

件（upādhi）である。」 
 
svapno bhavaty asya vibhaktyavasthā svamātraśeṣeṇa vibhāti yatra | 
svapne tu buddhiḥ svayam eva jāgratkālīnanānāvidhavāsanābhiḥ || 98 ||62 
 
「夢眠位（svapna）とは、この［微細な身体］における［覚醒位とは］異なる状

態であり、そこではそれ自身［＝ブッディ］のみを残して現れる。その夢眠位

においては、ブッディが、それ自らのみで、覚醒時に形成されたさまざまな潜

勢力（vāsanā）によって［活動する］。」 
 
kartrādibhāvaṃ pratipadya rājate yatra svayaṃ jyotir63 ayaṃ parātmā | 
dhīmātrakopādhir aśeṣasākṣī na lipyate tatkṛtakarmaleśaiḥ | 
yasmād asaṅgas tata eva karmabhiḥ na lipyate kiṃcid upādhinā kṛtaiḥ || 99 ||64 
 
「そこ［＝夢眠位］において、この最高のアートマン（parātmā）は、行為者な

どのあり方を帯びて輝き現れる。ディー（ブッディ）のみを制約条件（upādhi）
とし、一切を残らず目撃するそれは、それ［＝ディー、ブッディ］によってな

された行為のいかなる痕跡によっても汚されることはない。なぜなら、それは

執着なきものであるからであり、まさにそれゆえに、制約条件によってなされ

たいかなる行為によっても、少しも汚されることはない。」 
 
sarvavyāpṛtikaraṇaṃ liṅgam idaṃ syāc cidātmanaḥ puṃsaḥ | 
vāsyādikam iva takṣṇas tenaivātmā bhavaty asaṅgo 'yam || 100 ||65 
 
「この徴表的身体（liṅgaśarīra）は、精神を本性とする人間にとって、あらゆる

活動の手段となる。ちょうど、大工にとって斧などが［すべての活動の手段で

ある］ように。まさにそれによって、このアートマンは無執着のままである。」 
 
andhatvamandatvapaṭutvadharmāḥ sauguṇyavaiguṇyavaśād dhi cakṣuṣaḥ | 
bādhiryamūkatvamukhās tathaiva śrotrādidharmā na tu vettur ātmanaḥ || 101 ||66 
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「盲目であること、鈍さ、鋭敏さといった諸性質は、まさしく眼の良好・不良

という状態に応じて生じる眼の属性である。同様に、聴覚障害や発話障害をは

じめとする諸性質は聴覚器官などの属性であって、認識者たるアートマンの属

性ではない。」 
 
ucchvāsaniḥśvāsavijṛmbhaṇakṣutpraspandanādyutkramaṇādikāḥ67 kriyāḥ | 
prāṇādikarmāṇi vadanti tajjñāḥ prāṇasya dharmāv aśanāpipāse || 102 ||68 
 
「吸気、呼気、あくび、くしゃみ、身震い、さらには身体を離れること（肉体

の死）などの諸作用は、プラーナなどの働きであると、そのことを知る者たち

は語る。飢えと渇きとは、プラーナの属性である。」 
 
antaḥkaraṇam eteṣu cakṣurādiṣu varṣmaṇi | 
aham ity abhimānena tiṣṭhaty ābhāsatejasā || 103 || 
 
「内的器官（antaḥkaraṇa）は、これら眼などの［諸器官］および身体のうちに、

「私である」という思い込みによってとどまっている。そして、［アートマンに

よって］照らし出されて輝く。」 
 
ahaṃkāraḥ sa vijñeyaḥ kartā bhoktābhimāny ayam | 
sattvādiguṇayogena cāvasthātrayam aśnute || 104 || 
 
「この［内的器官］こそ、アハンカーラ（ahaṃkāra）であると知られるべきであ

る。これは、自らを行為者である、享受者であると思い込んでいる。さらに、

サットヴァなどのグナとの結びつきによって、三つの状態（覚醒位・夢眠位・

熟睡位）をとる。」 
 
viṣayāṇām ānukūlye sukhī duḥkhī viparyaye | 
sukhaṃ duḥkhaṃ ca taddharmaḥ sadānandasya nātmanaḥ || 105 || 
 
「諸々の対象のうち、好ましいものに対しては楽しみ、そうでないものに対し

ては苦しむ。楽苦はその［アハンカーラ］の属性であって、常に歓喜であるア

ートマンの属性ではない。」 
 
ātmārthatvena hi preyān viṣayo na svataḥ priyaḥ | 
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svata eva hi sarveṣām ātmā priyatamo yataḥ | 
tata ātmā sadānando nāsya duḥkhaṃ kadācana || 106 || 
 
「対象は、まさしくアートマンのためであるという理由によって愛しいのであ

って、それ自体として愛しいものではない。すべての者にとって、アートマン

こそがそれ自体として最も愛しいものであるから、それゆえに、アートマンは

常に歓喜であり、そこにはいかなる苦しみも決して存在しない。」 
 
yatsuṣuptau nirviṣaya ātmānando 'nubhūyate | 
śrutiḥ pratyakṣam aitihyam anumānaṃ ca jāgrati || 107 || 
 
「熟睡時（suṣupti）において、対象を持たないアートマンという歓喜が経験され

る。このことについては、目覚めた時に、聖典（śruti）、直接知覚、伝承、そし

て推理がその根拠となる。」 
 
avyaktanāmnī parameśaśaktir anādyavidyā triguṇātmikā parā | 
kāryānumeyā sudhiyaiva māyā yayā jagat sarvam idaṃ prasūyate || 108 ||69 
 
「『未顕現（avyakta）』という名をもつ最高主宰者（parameśa）の力、それは無始

なる無明であり、三つのグナを本質とする、根源的なものである。それは、結

果から推知されるものであり、賢者によってのみ理解されるマーヤー70（māyā）
である。この全世界は、それによって生み出される。」 
 
san nāpy asan nāpy ubhayātmikā no bhinnāpy abhinnāpy ubhayātmikā no | 
sāṅgāpy anaṅgā hy ubhayātmikā no mahādbhutānirvacanīyarūpā || 109 ||71 
 
「それ（マーヤー）は、有でもなく、無でもなく、その両者を本質とするもの

でもない。別異でもなく、非別異でもなく、その両者を本質とするものでもな

い。部分をもつものでもなく、部分をもたないものでもなく、その両者を本質

とするものでもない。それは、きわめて驚くべきもので、言い表されえない

（anirvacanīya）というあり方をもつ。」 
 
śuddhādvayabrahmavibodhanāśyā sarpabhramo rajjuvivekato yathā | 
rajas tamaḥ sattvam iti prasiddhā guṇās tadīyāḥ prathitaiḥ svakāryaiḥ || 110 ||72 
 
「それ（マーヤー）は、ちょうど蛇という迷妄が、縄であるとの識別によって
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滅せられるように、純粋にして不二なるブラフマンについての覚知によって滅

せられる。ラジャス、タマス、サットヴァとして広く認められている［三つの］

グナは、それ［マーヤー］に属するものであり、それぞれの作用によって広く

知られている。」 
 
vikṣepaśaktī rajasaḥ kriyātmikā yataḥ pravṛttiḥ prasṛtā purāṇī | 
rāgādayo 'syāḥ prabhavanti nityaṃ duḥkhādayo ye manaso vikārāḥ || 111 ||73 
 
「ラジャスに属する展現力（vikṣepaśakti）は、行為を本質とするものであり、

太古より、行為への発動（pravṛtti）は、それ［ラジャス］から広がってきた。

愛着などはつねにこれ［展現力］から生じる。また、マナスの変容である苦し

みなどもまた［展現力から生じる］。」 
 
kāmaḥ krodho lobhadambhādyasūyāhaṃkārerṣyāmatsarādyās tu ghorāḥ | 
dharmā ete rājasāḥ pumpravṛttir yasmād eṣā tad rajo bandhahetuḥ || 112 ||74 
 
「欲望、怒り、貪欲、虚飾、嫉み、アハンカーラ、嫉妬、競争心など、これら

恐るべきものはラジャスに属する諸性質である。それによってこの人間の行為

への発動が生じるようなもの、それがラジャスであり、束縛の原因である。」 
 
eṣāvṛtir nāma tamoguṇasya śaktir yayā vastv avabhāsate 'nyathā | 
saiṣā nidānaṃ puruṣasya saṃsṛter vikṣepaśakteḥ prasarasya75 hetuḥ || 113 ||76 
 
「これこそ「覆蔽力」（āvṛti）と名づけられる、タマスグナに属する力であり、

それによって事物は別様に現れ出る。これこそ、人間（puruṣa）の輪廻（saṃsṛti）
の原因であり、展現力（vikṣepaśakti）が流れ出る原因でもある 77。」 
 
prajñāvān api paṇḍito 'pi caturo 'py atyantasūkṣmātmadṛg- 
vyālīḍhas tamasā na vetti bahudhā saṃbodhito 'pi sphuṭam | 
bhrāntyāropitam eva sādhu kalayaty ālambate tadguṇān 
hantāsau prabalā durantatamasaḥ śaktir mahaty āvṛtiḥ || 114 ||78 
 
「智慧ある者であっても、学識ある者であっても、聡明な者であっても、きわ

めて微細なるアートマンを見る眼をもちながら、タマスに呑み込まれているな

らば、たとえ何度も教え諭されても、それを明確には知ることがない。迷妄に

よって付託されたものこそを、かえって正しいものとして認識し、その属性に
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執着する。ああ、これこそ強大にして抗しがたきタマスの力、大いなる覆蔽力

（āvṛti）である。」 
 
abhāvanā vā viparītabhāvanāsaṃbhāvanā vipratipattir asyāḥ | 
saṃsargayuktaṃ na vimuñcati dhruvaṃ vikṣepaśaktiḥ kṣapayaty ajasram || 115 ||79 
 
「これ［覆蔽力（āvṛti）］に属するものとして、『ない』という思念（abhāvanā）、
顛倒した思念（viparītabhāvanā）すなわち相反する把握（vipratipatti）、疑いの思

念（asaṃbhāvanā）の三つがある 80。［覆蔽力は］それとの結びつきをもつ者を決

して解放しない。そのような者を、展現力（vikṣepaśakti）は絶え間なく苦しめ

る。」 
 
ajñānamālasyajaḍatvanidrāpramādamūḍhatvamukhās tamoguṇāḥ | 
etaiḥ prayukto na hi vetti kiṃcin nidrāluvat stambhavad eva tiṣṭhati || 116 ||81 
 
「無知（ajñāna）、怠惰（ālasya）、鈍重さ（jaḍatva）、眠り（nidrā）、放逸（pramāda）、
愚昧さ（mūḍhatva）などが、タマスに属する諸性質である。これらに支配され

た者は、何ひとつ知ることなく、眠りこけた者のように、まるで柱のようにた

だ立ち尽くしている。」 
 
sattvaṃ viśuddhaṃ jalavat tathāpi tābhyāṃ militvā saraṇāya kalpate | 
yatrātmabimbaḥ pratibimbitaḥ san prakāśayaty arka ivākhilaṃ jaḍam || 117 ||82 
 
「サットヴァ［というグナ］は水のように清浄であるものの、それ［ラジャス

とタマス］の二つと交じり合うことによって、流転へと向かうものとなる。ア

ートマンの像がそこに映し返されるとき、ちょうど太陽が［万物を照らす］よ

うに、この一切の非精神的なものを照らし出す。」 
 
miśrasya sattvasya bhavanti dharmāḥ tv amānitādyā niyamā yamādyāḥ | 
śraddhā ca bhaktiś ca mumukṣatā ca daivī ca sampattir asannivṛttiḥ || 118 ||83 
 
「［ラジャス・タマスと］混合したサットヴァに属する諸性質として、慢心のな

いこと（amānitā）など、勧戒（niyama）や禁戒（yama）などがある。また、信

仰（śraddhā）、信愛（bhakti）、解脱への志向（mumukṣatā）、さらに神的な資質（daivī 
sampatti）、そして非実在からの遠離（asannivṛtti）がある。」 
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viśuddhasattvasya guṇāḥ prasādaḥ svātmānubhūtiḥ paramā praśāntiḥ | 
tṛptiḥ praharṣaḥ paramātmaniṣṭhā yayā sadānandarasaṃ samṛcchati || 119 ||84 
 
「純粋なサットヴァに属する諸性質として、澄明（prasāda）、自己の本性の直覚

（svātmānubhūti）、最高の静寂（paramā praśānti）、満足（tṛpti）、喜び（praharṣa）、
そして最高アートマンにおける確立（paramātmaniṣṭhā）がある。これによって、

人はまさしく歓喜の本質に到達する。」 
 
avyaktam etat triguṇair niruktaṃ tat kāraṇaṃ nāma śarīram ātmanaḥ | 
suṣuptir etasya vibhaktyavasthā pralīnasarvendriyabuddhivṛttiḥ || 120 ||85 
 
「未顕現（avyakta）は以上のように三つのグナによって説明された。これがア

ートマンの原因としての身体（kāraṇaśarīra）といわれるものである。その一つの

状態が熟睡位（suṣupti）であり、そこではすべての感官およびブッディの働きが

潜在化している。」 
 
sarvaprakārapramitipraśāntiḥ bījātmanāvasthitir eva buddheḥ | 
suṣuptir etasya kila pratītiḥ kiṃcin na vedmīti jagatprasiddheḥ || 121 ||86 
 
「あらゆる種類の認識が静止し、ブッディが種子としてのあり方において存し

ている状態が熟睡位（suṣupti）である。このことは、「私は何も認識しなかった」

という世間に広く知られた経験によって確認される。」 
 
dehendriyaprāṇamano'hamādayaḥ sarve vikārā viṣayāḥ sukhādayaḥ | 
vyomādibhūtāny akhilaṃ ca viśvam avyaktaparyantam idaṃ hy anātmā || 122 ||87 
 
「身体、感官、気息、マナス、「私」など、これらすべては変容（vikāra）であ

り、［音など］諸々の対象、楽など、さらに、空などの諸元素、そして未顕現に

至るまでのこの全世界の一切は、まさに非アートマンである。」 
 
māyā māyākāryaṃ sarvaṃ mahadādidehaparyantam | 
asad idam anātmatattvaṃ viddhi tvaṃ marumarīcikākalpam || 123 ||88 
 
「マーヤーおよびマーヤーの産物であるすべてのもの、すなわちマハット 89か

ら身体に至るまでの一切は、非実在であり、非アートマンの本性に属するもの

であるとあなたは知れ。それは、まるで砂漠の蜃気楼のようなものである。」 
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atha te saṃpravakṣyāmi svarūpaṃ param ātmanaḥ | 
yad vijñāya naro bandhān muktaḥ kaivalyam aśnute || 124 || 
 
「さて、これから私はあなたに、最高アートマンの本性を説き明かそう。それ

を認識した人は、束縛から解き放たれ、独存（kaivalya）を得る。」 
 
asti kaścit svayaṃ nityam ahaṃpratyayalambanaḥ | 
avasthātrayasākṣī san pañcakośavilakṣaṇaḥ || 125 || 
 
「ある者が存在する。それは、それ自身が常に「私」という認識の拠り所であ

り、三つの状態（覚醒位・夢眠位・熟睡位）の目撃者であり、五つの蓋被 90

（pañcakośa）とは異なるものである。」 
 
yo vijānāti sakalaṃ jāgratsvapnasuṣuptiṣu | 
buddhitadvṛttisadbhāvam abhāvam aham ity ayam || 126 || 
 
「その者は覚醒位・夢眠位・熟睡位の三つの状態においてすべてのものを知る。

また、ブッディおよびその諸作用の有と無とを「私である」として知る。その

ような者［がアートマン］である。」 
 
yaḥ paśyati svayaṃ sarvaṃ yaṃ na paśyati kaścana | 
yaś cetayati buddhyādi na tad yaṃ cetayaty ayam || 127 || 
 
「その者はそれ自身ですべてのものを見るが、誰もその者を見ることはない。

その者はブッディなどを意識させるが、それら［ブッディなど］はその者を意

識させることはない。そのような者［がアートマン］である。」 
 
yena viśvam idaṃ vyāptaṃ yaṃ na vyāpnoti kiṃcana | 
abhārūpam91 idaṃ sarvaṃ yaṃ bhāntam anubhāty ayam || 128 || 
 
「その者によってこの全世界は遍く満たされているが、その者を満たすものは

何一つ存在しない。その者が輝くことで、この光をもたない一切の世界は［そ

の光に照らされて］輝き現れる。そのような者［がアートマン］である。」 
 
yasya sannidhimātreṇa dehendriyamanodhiyaḥ | 
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viṣayeṣu svakīyeṣu vartante preritā iva || 129 || 
 
「その者がただ近在しているだけで、身体・感官・マナス・ブッディは、あた

かも促されているかのように、それぞれ固有の対象に向かって活動する。」 
 
ahaṅkārādidehāntā viṣayāś ca sukhādayaḥ | 
vedyante ghaṭavad yena nityabodhasvarūpiṇā || 130 || 
 
「アハンカーラから身体にいたるまでのもの、また対象や楽などは、壺のよう

に、常に覚知を本性とするその者によって知られるものである。」 
 
eṣo 'ntarātmā puruṣaḥ purāṇo nirantarākhaṇḍasukhānubhūtiḥ | 
sadaikarūpaḥ pratibodhamātro yeneṣitā vāgasavaś caranti || 131 ||92 
 
「これが内なるアートマンであり、太古よりあるプルシャであり、絶え間なく

分割されることのない楽の経験である。［それは］常に単一のあり方をもち、純

粋な覚知そのものであり、それによって言語や生命たちは導かれて働く。」 
 
atraiva sattvātmani dhīguhāyām avyākṛtākāśa uśatprakāśaḥ | 
ākāśa uccai ravivat prakāśate svatejasā viśvam idaṃ prakāśayan || 132 ||93 
 
「まさにここにおいて、サットヴァを本質とするディー（ブッディ）の洞窟の

中、未展開の虚空において、輝ける光は、あたかも空高く昇った太陽のように、

自らの光によってこの全世界を照らしつつ輝き現れる。」 
 
jñātā mano'haṃkṛtivikriyāṇāṃ dehendriyaprāṇakṛtakriyāṇām | 
ayo'gnivat tān anuvartamāno na ceṣṭate no vikaroti kiṃcana || 133 ||94 
 
「マナスおよびアハンカーラの変容や、身体・感官・気息（プラーナ）によっ

てなされる諸々の行為の知り手であるその者は、あたかも火に触れた鉄のよう

に、それらに従いつつも、実際には動くこともなく、何ら変化することもない。」 
 
na jāyate no mriyate na vardhate na kṣīyate no vikaroti nityaḥ | 
vilīyamāne 'pi vapuṣy amuṣmin na līyate kumbha ivāmbaraṃ svayam || 134 ||95 
 
「それは生まれることもなく、死ぬこともなく、増大することもなく、減少す
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ることもなく、いかなる変化も生じない、常なるものである。この身体が滅び

ゆくときにも、それは滅びることはない。ちょうど壺が壊れても虚空そのもの

が壊れないように。」 
 
prakṛtivikṛtibhinnaḥ śuddhabodhasvabhāvaḥ 
sadasad idam aśeṣaṃ bhāsayan nirviśeṣaḥ | 
vilasati paramātmā jāgradādiṣv avasthāsv 
aham aham iti sākṣātsākṣirūpeṇa buddheḥ || 135 ||96 
 
「プラクリティおよびその変容とは異なり、純粋な覚知を本性とし、この存在

と非存在の一切を余すところなく照らしつつ、いかなる区別ももたない最高ア

ートマンは、覚醒位などの諸状態において、ブッディの目撃者（サークシン）

として、「私」、「私」と直接に輝き現れる。」 
 
niyamitamanasāmuṃ tvaṃ svam ātmānam ātmany 
ayam aham iti sākṣād viddhi buddhiprasādāt | 
janimaraṇataraṅgāpārasaṃsārasindhuṃ 
pratara bhava kṛtārtho brahmarūpeṇa saṃsthaḥ || 136 ||97 
 
「心をよく制御して、ブッディの澄明によって、自己のアートマンを自己の内

において「これが私である」と直接に知れ。そして、生と死の波に満ちた果て

しない輪廻の海を渡りきり、ブラフマンのあり方において安住し、成就した者

となれ。」 
 
atrānātmany aham iti matir bandha eṣo 'sya puṃsaḥ 
prāpto 'jñānāj jananamaraṇakleśasampātahetuḥ | 
yenaivāyaṃ vapur idam asat satyam ity ātmabuddhyā 
puṣyaty ukṣaty avati viṣayais tantubhiḥ kośakṛdvat || 137 ||98 
 
「ここにおいて、アートマンならざるものを「私である」とする観念、これこ

そが人間の束縛であり、無明にもとづいて生と死の苦しみの連鎖の原因となる。

まさにこれによって、この非実在の身体を実在であると自己として認識し、人

はそれを諸々の対象によって養い、肥やし、守る。ちょうど糸によって繭を作

る虫のように。」 
 
atasmiṃs tadbuddhiḥ prabhavati vimūḍhasya tamasā 
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vivekābhāvād vai sphurati bhujage rajjudhiṣaṇā | 
tato 'narthavrāto nipatati samādātur adhikaḥ 
tato yo 'sadgrāhaḥ sa hi bhavati bandhaḥ śṛṇu sakhe || 138 ||99 
 
「A でないものを A であるという認識が、タマス（無明）によって惑わされた

者に生じる。実に識別知を欠くことによって、蛇に対して縄であるという認識

が現れる。その結果、誤認した者には数多くの災いが降りかかる。したがって、

非実在（アートマンならざるもの）を把握することこそが束縛である。聞け、

友よ。」100 
 
akhaṇḍanityādvayabodhaśaktyā sphurantam ātmānam anantavaibhavam | 
samāvṛṇoty āvṛtiśaktir eṣā tamomayī rāhur ivārkabimbam || 139 ||101 
 
「分割されることなく、常住であり、不二なる覚知の力として輝いている、無

限の威光をもつアートマンを、この被覆の力、すなわちタマスから成るものが

覆い隠す。ちょうどラーフ 102が太陽の円盤を覆うように。」 
 
tirobhūte svātmany amalataratejovati pumān 
anātmānaṃ mohād aham iti śarīraṃ kalayati | 
tataḥ kāmakrodhaprabhṛtibhir amuṃ bandhanaguṇaiḥ 
paraṃ vikṣepākhyā rajasa uruśaktir vyathayati || 140 ||103 
 
「きわめて清浄な光をもつ自己が覆い隠されたとき、人は迷妄から、アートマ

ンではない身体を「私である」とみなす。その結果、欲望や怒りなどといった

束縛の属性によって、ラジャスに属する展現力という強大な力が、その者を強

く動揺させる。」 
 
mahāmohagrāhagrasanagalitātmāvagamano 
dhiyo nānāvasthāṃ svayamabhinayaṃstadguṇatayā | 
apāre saṃsāre viṣayaviṣapūre jalanidhau 
nimajyonmajyāyaṃ bhramati kumatiḥ kutsitagatiḥ || 141 ||104 
 
「大いなる迷妄という鰐に呑み込まれて自己についての理解を失い、ブッディ

のさまざまな状態を、その性質を帯びることによって自ら演じながら、この愚

かな者は、感官の対象という毒に満ちた、果てしない輪廻という大海に沈んで

は浮かび上がり、惨めな境涯をさまよう 105。」 
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bhānuprabhāsaṃjanitābhrapaṅktiḥ bhānuṃ tirodhāya vijṛmbhate yathā | 
ātmoditāhaṃkṛtir ātmatattvaṃ tathā tirodhāya vijṛmbhate svayam || 142 ||106 
 
「太陽の光によって生じた雲の群れが、その太陽を覆い隠して広がるように、

アートマンから生じたアハンカーラもまた、同様にアートマンの本質を覆い隠

して自ら広がる。」 
 
kavalitadinanāthe durdine sāndrameghaiḥ 
vyathayati himajhaṃjhāvāyur ugro yathaitān | 
aviratatamasātmany āvṛte mūḍhabuddhiṃ 
kṣapayati bahuduḥkhais tīvravikṣepaśaktiḥ || 143 ||107 
 
「昼の主（太陽）が覆い隠された悪天候の日に、濃い雲のもとで冷たい突風が

人々を激しく苦しめるように、絶え間ないタマスによって自己が覆われると、

激しい展現力が多くの苦しみによって愚かな知性をもつ者を消耗させる。」 
 
etābhyām eva śaktibhyāṃ bandhaḥ puṃsaḥ samāgataḥ | 
yābhyāṃ vimohito dehaṃ matvātmānaṃ bhramaty ayam || 144 || 
 
「まさにこれら二つの力によって、人間の束縛は生じる。これらによって迷わ

された者は、身体を自己であるとみなして、さまよい続ける。」 
 
bījaṃ saṃsṛtibhūmijasya tu tamo dehātmadhīr aṅkuro 
rāgaḥ pallavam ambu karma tu vapuḥ skandho 'savaḥ śākhikāḥ | 
agrāṇīndriyasaṃhatiś ca viṣayāḥ puṣpāṇi duḥkhaṃ phalaṃ 
nānākarmasamudbhavaṃ bahuvidhaṃ bhoktātra jīvaḥ khagaḥ || 145 ||108 
 
「この輪廻という大地に生じた樹木において、その種子はタマス（無明）であ

り、身体をアートマンとみなす認識が芽である。愛着が若葉であり、行為が水

であり、身体が幹であり、諸々の生命が枝である。さらに感官の集合が枝先で

あり、対象が花であり、苦が果実である。多様な行為から生じたさまざまなそ

の果実を味わう者が、ここでは鳥［に譬えられる］個我である。」 
 
ajñānamūlo 'yam anātmabandho naisargiko 'nādir ananta īritaḥ | 
janmāpyayavyādhijarādiduḥkhapravāhapātaṃ janayaty amuṣya || 146 ||109 
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「この非アートマンへの束縛は無知を根本とし、本性的であり、始まりもなく

終わりもないものと説かれる。それは、この者を、生・死・病・老などの苦し

みの流れへと陥らせる。」 
 
nāstrair na śastrair anilena vahninā chettuṃ na śakyo na ca karmakoṭibhiḥ | 
vivekavijñānamahāsinā vinā dhātuḥ prasādena śitena mañjunā || 147 ||110 
 
「それは、いかなる武器によっても、風や火によっても、また無数の行為によ

っても打ち破ることはできない。識別に基づく知という大いなる剣によらずし

ては、しかもそれが創造主の恩寵によって鋭く美しく研がれていなければ、断

ち切ることはできない。」 
 
śrutipramāṇaikamateḥ svadharmaniṣṭhā tayaivātmaviśuddhir asya | 
viśuddhabuddheḥ param ātmavedanaṃ tenaiva saṃsārasamūlanāśaḥ || 148 ||111 
 
「シュルティ（聖典）という根拠を唯一の見解とする者は、自己の義務に専念

する。それによってのみ、この者の内面が浄化される。ブッディが清浄となる

と、最高アートマンの認識が生じ、それによって輪廻は根こそぎ滅びる。」 
 
kośair annamayādyaiḥ pañcabhir ātmā na saṃvṛto bhāti | 
nijaśaktisamutpannaiḥ śaivālapaṭalair ivāmbu vāpīstham || 149 ||112 
 
「食物からなるものなど五つの蓋被によって覆われると、アートマンは現れな

い。ちょうど池の水が、自ら生じた藻の層によって覆われているように。」 
 
tac chaivālāpanaye samyak salilaṃ pratīyate śuddham | 
tṛṣṇāsantāpaharaṃ sadyaḥ saukhyapradaṃ paraṃ puṃsaḥ || 150 ||113 
 
「藻が完全に取り除かれると、その水は清浄なものとして認識される。それは

渇きと苦しみを除き、ただちに人に安楽を与える最上のものである。」 
 
pañcānām api kośānām apavāde vibhāty ayaṃ śuddhaḥ | 
nityānandaikarasaḥ pratyagrūpaḥ paraḥ svayaṃjyotiḥ || 151 ||114 
 
「五つの蓋被がすべて取り除かれるとき、この者（＝アートマン）は清浄なも
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のとして現れる。すなわちそれは、常なる歓喜を唯一の精髄としてもつもので

あり、内的なありかたをもち、至高であり、自ら輝き出るものである。」 
 
ātmānātmavivekaḥ kartavyo bandhamuktaye viduṣā | 
tenaivānandī bhavati svaṃ vijñāya saccidānandam || 152 ||115 
 
「束縛からの解放のために、賢者はアートマンと非アートマンの識別をなすべ

きである。それによってのみ、自己を有・知・歓喜（saccidānanda）として認識

し、歓喜に満ちた者となる。」 
 
muñjād iṣīkām iva dṛśyavargāt pratyañcam ātmānam asaṅgam akriyam | 
vivicya tatra pravilāpya sarvaṃ tadātmanā tiṣṭhati yaḥ sa muktaḥ || 153 ||116 
 
「ムンジャ草から繊維を抜き出すように、見られるものの集合から、無執着で

行為をもたない内なるアートマンを識別し、そこにおいてすべてを消し去って、

それ（＝アートマン）そのものとしてとどまる者、その者こそが解脱した者で

ある。」 
 
deho 'yam annabhavano 'nnamayas tu  
kośaś cānnena jīvati vinaśyati tadvihīnaḥ | 
tvakcarmamāṃsarudhirāsthipurīṣarāśiḥ 
nāyaṃ svayaṃ bhavitum arhati nityaśuddhaḥ || 154 ||117 
 
「この身体は食物から生じたものであり、食物からなる蓋被である。食物によ

って生き、食物を欠けば滅びる。皮膚・皮・肉・血・骨・排泄物の集まりであ

るこのものが、それ自身で常に清浄なものであるはずがない。」 
 
pūrvaṃ janer adhimṛter api nāyam asti 
jātakṣaṇaḥ kṣaṇaguṇo 'niyatasvabhāvaḥ | 
naiko jaḍaś ca ghaṭavat paridṛśyamānaḥ 
svātmā kathaṃ bhavati bhāvavikāravettā || 155 ||118 
 
「この身体は、誕生以前にも死後にも存在せず、生じた瞬間から刹那的であり、

その本性は一定しない。またそれは単一でもなく、非精神的であり、壺のよう

に認識される対象である。いったいどうしてそれが自己となり、存在や変化を

知る主体となりえようか。」 
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pāṇipādādimān deho nātmā vyaṅge 'pi jīvanāt | 
tattacchakter anāśāc ca na niyamyo niyāmakaḥ || 156 || 
 
「手足などを備えた身体はアートマンではない。それらが欠けてもなお生きて

いるからである。また、それぞれの機能が失われないことからも、支配される

ものが支配するものではありえない。」 
 
dehataddharmatatkarmatadavasthādisākṣiṇaḥ | 
sata eva svataḥsiddhaṃ tadvailakṣaṇyam ātmanaḥ || 157 || 
 
「身体およびその性質・行為・状態などの目撃者（サークシン）にほかならな

い、まさに実在しているアートマンがそれらとは異なるものであることは、［他

の根拠を必要とせず］それ自身で自明である。」 
 
śalyarāśir māṃsalipto malapūrṇo 'tikaśmalaḥ | 
kathaṃ bhaved ayaṃ vettā svayam etadvilakṣaṇaḥ || 158 || 
 
「棘の集まりであり、肉に覆われ、不浄に満ち、きわめて穢れたものであり、

しかもそれ（アートマン）とは異なるものであるこの［身体］が、どうして認

識主体となりえようか。」 
 
tvaṅmāṃsamedo'sthipurīṣarāśāv ahammatiṃ mūḍhajanaḥ karoti | 
vilakṣaṇaṃ vetti vicāraśīlo nijasvarūpaṃ paramārthabhūtam || 159 ||119 
 
「皮膚・肉・脂肪・骨・排泄物の集まりにおいて、愚かな人は「私」という観

念を抱く。しかし思惟に長けた者は、それとは異なるものとして、自己の本来

的本性、すなわち究極的実在であるものを認識する。」 
 
deho 'ham ity eva jaḍasya buddhiḥ dehe ca jīve viduṣas tv ahaṃdhīḥ | 
vivekavijñānavato mahātmano brahmāham ity eva matiḥ sadātmani || 160 ||120 
 
「無知な者の理解は「身体こそが私である」というものである。知ある者は、

身体や生命を自己として「私」という観念を抱く。しかし、識別に基づく知を

もつ偉大なる人には、「私はブラフマンである」という認識が、常にアートマン

において成立している。」 
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atrātmabuddhiṃ tyaja mūḍhabuddhe tvaṅmāṃsamedo'sthipurīṣarāśau | 
sarvātmani brahmaṇi nirvikalpe kuruṣva śāntiṃ paramāṃ bhajasva || 161 ||121 
 
「この皮膚・肉・脂肪・骨・排泄物の集まり（＝身体）に対して『自己である』

という認識を捨てよ、愚か者よ。すべてのもののアートマンである分別なきブ

ラフマンにおいて、それ［『自己である』という認識］をなせ。そして最上の静

寂を得よ。」 
 
dehendriyādāv asati bhramoditāṃ vidvān ahaṃtāṃ na jahāti yāvat | 
tāvan na tasyāsti vimuktivārtāpy astv eṣa vedāntanayāntadarśī || 162 ||122 
 
「身体や感官などは非実在であるにもかかわらず、迷妄によって生じた「私」

という観念を知者であっても捨てない限り、その者には解脱の可能性すらない。

たとえこの者がヴェーダーンタの教説の奥義を見極めている者であったとして

も。」 
 
chāyāśarīre pratibimbagātre yat svapnadehe hṛdi kalpitāṅge | 
yathātmabuddhis tava nāsti kācij jīvaccharīre ca tathaiva māstu || 163 ||123 
 
「影の身体や、［鏡などにおける］影像の身体、また夢の中の身体や心の中で想

像した身体に対して、あなたには「自己である」という認識はまったくないよ

うに、この生きている身体においても同様であれ。」 
 
dehātmadhīr eva nṛṇām asaddhiyāṃ janmādiduḥkhaprabhavasya bījam | 
yatas tatas tvaṃ jahi tāṃ prayatnāt tyakte tu citte na punarbhavāśā || 164 ||124 
 
「身体を自己とみなす認識こそが、非実在を真実とみなす人々にとって、生な

どの苦しみの発生の種子である。したがって、あなたはそれを努力して捨てよ。

身体などに対する［その自己認識が］心において捨てられたとき、再生（＝輪

廻）を望むこともなくなる。」 
 
karmendriyaiḥ pañcabhir añcito 'yaṃ prāṇo bhavet prāṇamayas tu kośaḥ | 
yenātmavān annamayo 'nupūrṇaḥ pravartate 'sau sakalakriyāsu || 165 ||125 
 
「五つの行為器官によって構成されたこの気息（プラーナ）は、気息からなる
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蓋被（prāṇamayakośa）である。それによって、アートマンを［内に］有する食

物からなる蓋被（＝身体）は満たされ、あらゆる活動において働く。」 
 
naivātmāpi prāṇamayo vāyuvikāro 
gantāgantā vāyuvad antar bahir eṣaḥ | 
yasmāt kiṃcit kvāpi na vettīṣṭam aniṣṭaṃ 
svaṃ vānyaṃ vā kiṃcana nityaṃ paratantraḥ || 166 ||126 
 
「気息からなるもの（蓋被）は、風の変化にすぎず、アートマンではない。そ

れは風のように、内へ外へと出入りするものである。なぜなら、それはどこに

おいても何一つ、好ましいものや好ましくないものを認識せず、自己であれ他

であれ何ものも知ることがなく、常に他に依存しているからである。」 
 
jñānendriyāṇi ca manaś ca manomayaḥ syāt 
kośo mamāham iti vastuvikalpahetuḥ | 
saṃjñādibhedakalanākalito balīyāṃs 
tatpūrvakośam abhipūrya vijṛmbhate yaḥ || 167 ||127 
 
「知覚器官とマナスとから、マナスからなる蓋被が成立する。それは、『［これ

は］私のもの』『私は［これである］』という分別の原因であり、名称などの区

別の構想によって仮構された強力なものである。それは先行する蓋被を満たし

て展開する。」 
 
pañcendriyaiḥ pañcabhir eva hotṛbhiḥ pracīyamāno viṣayājyadhārayā | 
jājvalyamāno bahuvāsanendhanaiḥ manomayāgnir dahati prapañcam || 168 ||128 
 
「五つの知覚器官という五人の祭官（ホートリ）によって、対象というアージ

ュヤ（溶かしたギー）が流れるように注がれて増大し、多くの潜勢力という燃

料によって燃え盛るマナスからなる火は、この現象世界を焼き尽くす。」 
 
na hy asty avidyā manaso 'tiriktā mano hy avidyā bhavabandhahetuḥ | 
tasmin vinaṣṭe sakalaṃ vinaṣṭaṃ vijṛmbhite 'smin sakalaṃ vijṛmbhate || 169 ||129 
 
「無明はマナスとは別に存在するものではない。実にマナスは無明であり、生

存（輪廻）という束縛の原因である。それ（＝マナス）が滅びればすべてが滅

び、それが展開すればすべてが展開する。」 



39 
 

 
svapne 'rthaśūnye sṛjati svaśaktyā bhoktrādiviśvaṃ mana eva sarvam | 
tathaiva jāgraty api no viśeṣas tat sarvam etan manaso vijṛmbhaṇam || 170 ||130 
 
「夢眠時においては、対象のないところで、マナスが自らの力によって享受者

などからなる世界のすべてを創り出す。同様に、覚醒時においても区別はない。

これらすべては、マナスの展開にほかならない。」 
 
suṣuptikāle manasi pralīne naivāsti kiṃcit sakalaprasiddheḥ | 
ato manaḥkalpita eva puṃsaḥ saṃsāra etasya na vastuto 'sti || 171 ||131 
 
「熟睡時にマナスが融解しているときには、何ものもまったく存在しないこと

は誰もが認めるところである。したがって、人間にとっての輪廻は、実にマナ

スによって仮構されたものであり、実在としては存在しない。」 
 
vāyunānīyate meghaḥ punas tenaiva nīyate | 
manasā kalpyate bandho mokṣas tenaiva kalpyate || 172 || 
 
「雲は風によってこちらに運ばれ、また同じ風によってあちらに運び去られる。

同様に、束縛はマナスによって構想され、解脱もまたその同じ（＝マナス）に

よって構想される。」 
 
dehādisarvaviṣaye parikalpya rāgaṃ 
badhnāti tena puruṣaṃ paśuvad guṇena | 
vairasyam atra viṣavat suvidhāya paścād 
enaṃ vimocayati tan mana eva bandhāt || 173 ||132 
 
「マナスは、身体などあらゆる対象に対して愛着を構想し、それによって人間

を縛る。あたかも綱によって動物を縛るように。しかし後に、その同じマナス

が、これら［対象］に対して、毒に対するがごとき嫌悪をしっかりと生じさせ

てから、その人間を束縛から解き放つ。」 
 
tasmān manaḥ kāraṇam asya jantoḥ bandhasya mokṣasya ca vā vidhāne | 
bandhasya hetur malinaṃ rajoguṇaiḥ mokṣasya śuddhaṃ virajastamaskam || 174 ||133 
 
「それゆえ、生き物にとって、マナスが束縛や解脱の成立の原因である。マナ
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スがラジャスというグナによって汚れると束縛の原因となり、ラジャスとタマ

スを離れて清浄になると解脱の原因となる。」 
 
vivekavairāgyaguṇātirekāc chuddhatvam āsādya mano vimuktyai | 
bhavaty ato buddhimato mumukṣos tābhyāṃ dṛḍhābhyāṃ bhavitavyam agre || 175 ||134 
 
「識別と離欲という徳が卓越することによって、マナスは清浄なものとなり、

解脱に向かうものとなる。したがって、知性ある解脱希求者は、まずそれら二

つの徳を堅固に備えなければならない。」 
 
mano nāma mahāvyāghro viṣayāraṇyabhūmiṣu | 
caraty atra na gacchantu sādhavo ye mumukṣavaḥ || 176 || 
 
「マナスという名の大きな虎は、対象という森の地を歩き回っている。したが

って、解脱を求める善き人々は、そこへ行ってはならない。」 
 
manaḥ prasūte viṣayān aśeṣān sthūlātmanā sūkṣmatayā ca bhoktuḥ | 
śarīravarṇāśramajātibhedān guṇakriyāhetuphalāni nityam || 177 ||135 
 
「マナスは、享受者のために、粗大なものとしても微細なものとしても、あら

ゆる対象を生み出す。また、身体、ヴァルナ（種姓）、アーシュラマ（住期）、

生まれの区別、さらにグナ、行為、原因、結果をつねに生み出す。」 
 
asaṅgacidrūpam amuṃ vimohya dehendriyaprāṇaguṇair nibaddhya | 
ahaṃ mameti bhramayaty ajasraṃ manaḥ svakṛtyeṣu phalopabhuktiṣu || 178 ||136 
 
「無執着で純粋な精神を本性とするこの［アートマン］を迷わせ、身体・感官・

気息・グナによって縛り、「私は」「私のもの」という［観念］によって、マナ

スは絶えず、この［アートマン］を自らの行為やその果報の享受へと迷い歩か

せる。」 
 
adhyāsayogāt137 puruṣasya saṃsṛtiḥ adhyāsabandhas tv amunaiva kalpitaḥ | 
rajastamodoṣavato 'vivekino janmādiduḥkhasya nidānam etat || 179 ||138 
 
「付託 139（adhyāsa）と結びつくことによって、人間には輪廻が生じる。そして、

付託による束縛は、まさにこれ［マナス］によって仮構されたものである。ラ
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ジャスとタマスという過失をもつ、識別を欠いた者にとって、これが生などの

苦しみの原因である。」 
 
ataḥ prāhur mano 'vidyāṃ paṇḍitās tattvadarśinaḥ | 
yenaiva bhrāmyate viśvaṃ vāyunevābhramaṇḍalam || 180 || 
 
「それゆえ、真理を見る賢者たちは、マナスを無明であると説く。まさにこの

マナスによって、この世界は迷い動かされるのである。あたかも風によって雲

の塊が運ばれるように。」 
 
tan manaḥśodhanaṃ kāryaṃ prayatnena mumukṣuṇā | 
viśuddhe sati caitasmin muktiḥ karaphalāyate || 181 || 
 
「それゆえ、解脱を求める者は努めてマナスを浄化すべきである。このマナス

が清浄になれば、解脱は手中の果実のように確かなものとなる。」 
 
mokṣaikasaktyā viṣayeṣu rāgaṃ nirmūlya saṃnyasya ca sarvakarma | 
sacchraddhayā yaḥ śravaṇādiniṣṭho rajaḥsvabhāvaṃ sa dhunoti buddheḥ || 182 ||140 
 
「解脱へのひたむきな志向によって、対象に対する愛着を根こそぎにし、さら

に一切の行為を放棄して、正しい信をもって聴聞などに専念する者は、ブッデ

ィのラジャス的本性を振り払う。」 
 
manomayo nāpi bhavet parātmā hy ādyantavattvāt pariṇāmibhāvāt | 
duḥkhātmakatvād viṣayatvahetoḥ draṣṭā hi dṛśyātmatayā na dṛṣṭaḥ || 183 ||141 
 
「マナスからなるもの（manomaya）は、最高アートマンではありえない。なぜ

なら、それは始まりと終わりをもち、変化する本性をもち、苦を本性とし、対

象であるからである。見る者が、その対象として見られることは決してない。」 
 
buddhir buddhīndriyaiḥ sārdhaṃ savṛttiḥ kartṛlakṣaṇaḥ | 
vijñānamayakośaḥ syāt puṃsaḥ saṃsārakāraṇam || 184 || 
 
「ブッディは、知覚器官とともに、その働き（vṛtti）を伴い、行為主体という特

徴をもつものとなる。それが識からなる蓋被（vijñānamayakośa）であり、人間

にとって輪廻の原因となる。」 
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anuvrajaṃś142 citpratibimbaśaktiḥ vijñānasaṃjñaḥ prakṛter vikāraḥ | 
jñānakriyāvān aham ity ajasraṃ dehendriyādiṣv abhimanyate bhṛśam || 185 ||143 
 
「識という名のプラクリティの変容は、［精神に］従いつつ、精神の影像［とし

て照らし出す］力をもち、私は知と行為とをもつというように、身体・感官な

どに対して絶えず「私である」と強く思い込む。」 
 
anādikālo 'yam ahaṃsvabhāvo jīvaḥ samastavyavahāravoḍhā | 
karoti karmāṇy api pūrvavāsanaḥ puṇyānyapuṇyāni ca tatphalāni || 186 ||144 
 
「この「私」という［誤った思い込みを］本性とする個我は、無始以来、あら

ゆる日常的活動を担う者である。そして、過去の潜勢力に導かれて、善悪の行

為、さらにその果報をも作り出す。」 
 
bhuṅkte vicitrāsv api yoniṣu vrajann āyāti niryāty adha ūrdhvam eṣaḥ | 
asyaiva vijñānamayasya jāgratsvapnādyavasthāḥ sukhaduḥkhabhogaḥ || 187 ||145 
 
「この［個我］は、さまざまな胎をさまよいながら［果報を］享受し、上へ下

へと行きつ戻りつする。覚醒位・夢眠位などの状態、そして楽苦の享受は、ま

さにこの識からなる［蓋被］に属する。」 
 
dehādiniṣṭhāśramadharmakarmaguṇābhimānaḥ satataṃ mameti | 
vijñānakośo 'yam atiprakāśaḥ prakṛṣṭasānnidhyavaśāt parātmanaḥ | 
ato bhavaty eṣa upādhir asya yad ātmadhīḥ saṃsarati bhrameṇa || 188 ||146 
 
「この識からなる［蓋被］は、身体など、またそれに付随するアーシュラマ（住

期）・義務・行為・属性に対して、絶えず「私のものである」という思い込みを

抱く。これは、最高アートマンがきわめて近接することで、非常に明るく輝く

ものである。それゆえ、これがその［最高アートマン］の制約条件（upādhi）と

なる。そして、その［制約条件に対して］「私である」という認識をもつこの［識

からなる蓋被］は、迷妄によって輪廻する。」 
 
yo 'yaṃ vijñānamayaḥ prāṇeṣu hṛdi sphuraty ayaṃ jyotiḥ | 
kūṭasthaḥ sann ātmā kartā bhoktā bhavaty upādhisthaḥ || 189 ||147 
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「この識からなるものは、プラーナのうちに、また心臓の中において輝くこの

光である。アートマンは不変なるものであるが、制約条件（upādhi）の中にある

ことで、行為主体・享受主体となる。」 
 
svayaṃ paricchedam upetya buddhes tādātmyadoṣeṇa paraṃ mṛṣātmanaḥ | 
sarvātmakaḥ sann api vīkṣate svayaṃ svataḥ pṛthaktvena mṛdo ghaṭān iva || 190 ||148 
 
「自ら［制約条件の］限定を受け入れ、偽りの自己であるブッディとの同一と

いう過失によって、最高アートマンは、すべてを本性とするものでありながら、

自らを本来の自己から切り離されたものとして見る。ちょうど壺などを［本来

同じ］土とは［別のもの］として見るように。」 
 
upādhisaṃbandhavaśāt parātmā hy upādhidharmān anubhāti tadguṇaḥ | 
ayovikārān avikārivahnivat sadaikarūpo 'pi paraḥ svabhāvāt || 191 ||149 
 
「制約条件（upādhi）との結びつきによって、最高アートマンは、その本性から

して常に単一のあり方をもつものであるにもかかわらず、制約条件の性質を帯

びたもののように現れる。ちょうど、変化しない火が鉄の［形状］変化を帯び

ているかのごとく［見える］ように。」 
 
śiṣya uvāca 
 
弟子は語った。 
 
bhrameṇāpy anyathā vāstu jīvabhāvaḥ parātmanaḥ | 
tad upādher anāditvān nānāder nāśa iṣyate || 192 || 
 
「迷妄によるのであれ、あるいは別の仕方によるのであれ、最高アートマンに

個我としてのあり方があるとしましょう。その制約条件（upādhi）が無始なのだ

とすると、無始なるものが消滅するということは認められません。」 
 
ato 'sya jīvabhāvo 'pi nityā bhavati saṃsṛtiḥ | 
na nivarteta tan mokṣaḥ kathaṃ me śrīguro vada || 193 || 
 
「したがって、この［最高アートマン］の個我としてのあり方もまた永続する

ことになり、輪廻も消滅しないということになってしまいます。そうなると、
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解脱はどのようにして可能となるのでしょうか。尊敬すべき師よ、私にお説き

ください。」 
 
śrīgurur uvāca 
 
師は語った。 
 
samyakpṛṣṭaṃ tvayā vidvan sāvadhānena tac chṛṇu | 
prāmāṇikī na bhavati bhrāntyā mohitakalpanā || 194 || 
 
「賢者よ、あなたはまさしく正しく問いを発した。注意深くそれを聞きなさい。

迷妄によって惑わされた構想は、正しい認識根拠とはならない。」 
 
bhrāntiṃ vinā tv asaṅgasya niṣkriyasya nirākṛteḥ | 
na ghaṭetārthasaṃbandho nabhaso nīlatādivat || 195 || 
 
「迷妄なしには、無執着で、行為をもたず、形をもたないものに、対象との結

びつきが生じることはありえない。ちょうど虚空に青さなど［があるように見

える］場合と同じである。」 
 
svasya draṣṭur nirguṇasyākriyasya pratyagbodhānandarūpasya buddheḥ | 
bhrāntyā prāpto jīvabhāvo na satyo mohāpāye nāsty avastusvabhāvāt || 196 ||150 
 
「自ら見る者であり、属性をもたず、行為をもたず、内なる知と歓喜というあ

り方をもつ［アートマン］は、ブッディの迷妄によって個我となる。しかしそ

れは真のあり方ではない。迷妄が消滅すれば、［それは存在し］ない。非実在を

本性としているからである。」 
 
yāvad bhrāntis tāvad evāsya sattā mithyājñānojjṛmbhitasya pramādāt | 
rajjvāṃ sarpo bhrāntikālīna eva bhrānter nāśe naiva sarpo 'pi tadvat || 197 ||151 
 
「迷妄がある限りにおいてのみ、放逸から誤った知によって展開されたその［個

我としてのあり方］の存在がある。縄における蛇が迷妄のある間だけ存在し、

迷妄が滅びれば蛇もまた存在しないのと同じように。」 
 
anāditvam avidyāyāḥ kāryasyāpi tatheṣyate | 
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utpannāyāṃ tu vidyāyām āvidyakam anādy api || 198 || 
prabodhe svapnavat sarvaṃ sahamūlaṃ vinaśyati | 
anādy apīdaṃ no nityaṃ prāgabhāva iva sphuṭam || 199 || 
anāder api vidhvaṃsaḥ prāgabhāvasya vīkṣitaḥ | 
 
「無明は無始（＝始まりがない）であり、その所産もまた同様に［無始である

と］認められる。しかし、知が生じたときには、無明に由来するものはすべて、

たとえ無始であったとしても、その根本原因とともに滅び去る。目覚めた時の

夢がそうであるように。これ［無明に由来するもの］は、たとえ無始であって

も永遠ではないことは明白である。未生無 152（prāgabhāva）のように。未生無は

始まりをもたないが、その消滅は認められている。」 
 
yad buddhyupādhisaṃbandhāt parikalpitam ātmani || 200 || 
jīvatvaṃ na tato 'nyat153 tu svarūpeṇa vilakṣaṇam154 | 
saṃbandhas tv ātmano buddhyā mithyājñānapuraḥsaraḥ || 201 || 
 
「個我としてのあり方は、ブッディという制約条件（upādhi）との結びつきによ

ってアートマンに仮構されたものであり、それ（＝アートマン）とは別のもの

ではない。しかし、本性上は［アートマンとは］異なっている。アートマンと

ブッディとの結びつきは、誤った知を前提とするものである。」 
 
vinivṛttir bhavet tasya samyagjñānena nānyathā | 
brahmātmaikatvavijñānaṃ samyagjñānaṃ śruter matam || 202 || 
 
「その［誤った結びつき］の止滅は、正しい知によって生じるのであり、それ

以外によってではない。ブラフマンとアートマンとの同一性の認識こそが正し

い知であるというのが聖典（śruti）の見解である。」 
 
tad ātmānātmanoḥ samyagvivekenaiva sidhyati | 
tato vivekaḥ kartavyaḥ pratyagātmasadātmanoḥ || 203 || 
 
「そして、それ［正しい知］は、アートマンと非アートマンとの正しい識別に

よってのみ成立する。それゆえ、内なるアートマン（＝個我）と恒常なるアー

トマンとの識別をなすべきである。」 
 
jalaṃ paṅkavad atyantaṃ paṅkāpāye jalaṃ sphuṭam | 
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yathā bhāti tathātmāpi doṣābhāve sphuṭaprabhaḥ || 204 || 
 
「水は泥でひどく［濁って］いても、泥が取り除かれれば、透明になる。それ

と同じように、アートマンもまた、欠陥が存在しなくなれば、透き通った輝き

を放つ。」 
 
asannivṛttau tu sadātmanā sphuṭaṃ pratītir etasya bhavet pratīcaḥ | 
tato nirāsaḥ karaṇīya eva sadātmanaḥ sādhv ahamādivastunaḥ || 205 ||155 
 
「しかし、非実在なるものが消滅したときには、この内なるもの（＝個我）に、

恒常なるアートマンとしての明瞭な認識が生じる。したがって、「私」などの対

象を、恒常なるアートマンから確かに排除しなければならない。」 
 
ato nāyaṃ parātmā syād vijñānamayaśabdabhāk | 
vikāritvāj jaḍatvāc ca paricchinnatvahetutaḥ | 
dṛśyatvād vyabhicāritvān nānityo nitya iṣyate || 206 || 
 
「したがって、この『識からなるもの（vijñānamaya）』という名称をもつものは、

最高アートマンではありえない。なぜなら、それは変化するものであり、非精

神的なものであり、限定されたものであり、対象として見られるものであり、

また一定しないものであるからである。無常なるものが恒常なるものとして認

められることはない。」 
 
ānandapratibimbacumbitatanur vṛttis tamojṛmbhitā 
syād ānandamayaḥ priyādiguṇakaḥ sveṣṭārthalābhodayaḥ | 
puṇyasyānubhave vibhāti kṛtinām ānandarūpaḥ svayaṃ 
sarvo nandati yatra sādhu tanubhṛnmātraḥ prayatnaṃ vinā || 207 ||156 
 
「歓喜の影像に満たされた身体をもつ、タマスによって展開された［無明の変

容というあり方の］作用、それが歓喜からなる［蓋被］（ānandamaya）である。

それは、愛好などの性質をもたらすもので、自ら望む対象の獲得によって生起

する。知性ある者たちが功徳［の果報］を享受する際、それは自ら歓喜という

あり方をもつものとして現れる。そこでは、身体をもつ者はすべて、努力する

ことなく、まことに歓喜する。」 
 
ānandamayakośasya suṣuptau sphūrtir utkaṭā | 
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svapnajāgarayor īṣad iṣṭasaṃdarśanādinā || 208 || 
 
「歓喜からなる蓋被（ānandamayakośa）は、熟睡位においてきわめて強く顕れる。

夢眠位と覚醒位においては、望ましい対象を見ることなどによって、わずかに

［顕現する］。」 
 
naivāyam ānandamayaḥ parātmā sopādhikatvāt prakṛter vikārāt | 
kāryatvahetoḥ sukṛtakriyāyā vikārasaṅghātasamāhitatvāt || 209 ||157 
 
「この歓喜からなるもの（ānandamaya）は、最高アートマンではありえない。

なぜなら、それは制約条件（upādhi）を伴うものであり、プラクリティの変容で

あり、善行によって生じた結果であり、また諸変容の集合によって構成されて

いるからである。」 
 
pañcānām api kośānāṃ niṣedhe yuktitaḥ śruteḥ | 
tanniṣedhāvadhi sākṣī bodharūpo 'vaśiṣyate || 210 || 
 
「五つの蓋被すべてが、論理と聖典にもとづいて否定されたとき、それらの否

定の果てに、覚知を本性とする目撃者（サークシン）が残される。」 
 
yo 'yam ātmā svayaṃjyotiḥ pañcakośavilakṣaṇaḥ | 
avasthātrayasākṣī san nirvikāro nirañjanaḥ | 
sadānandaḥ sa vijñeyaḥ svātmatvena vipaścitā || 211 || 
 
「このアートマンは、自ら輝く光であり、五つの蓋被とは異なるものであり、

三つの状態の目撃者 158であって、変化することなく、汚れもない。知者は、恒

常なる歓喜を本性とするそれを、自己そのものとして認識すべきである。」 
 
śiṣya uvāca 
 
弟子は語った。 
 
mithyātvena niṣiddheṣu kośeṣv eteṣu pañcasu | 
sarvābhāvaṃ vinā kiṃcin na paśyāmy atra he guro || 
vijñeyaṃ kim u vastv asti svātmanātmavipaścitā || 212 || 
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「尊敬すべき師よ、これら五つの蓋被が虚妄なるものとして否定されたとき、

私はここに、あらゆるものの無（非存在）以外には何も見ません。アートマン

と非アートマンを識別する知者が、自己そのものとして認識すべき何らかの実

在するものがあるのでしょうか。」 
 
śrīgur uvāca 
 
師は語った。 
 
satyam uktaṃ tvayā vidvan nipuṇo 'si vicāraṇe | 
ahamādivikārās te tadabhāvo 'yam apy anu || 213 || 
 
「賢者よ、たしかにあなたの言うとおりである。あなたは考察にたいへん長け

ている。『私』などの変容はあなたのものであり、そしてそれらの無もまた［あ

なたのもの］である。」 
 
sarve yenānubhūyante yaḥ svayaṃ nānubhūyate | 
tam ātmānaṃ veditāraṃ viddhi buddhyā susūkṣmayā || 214 || 
 
「すべてのものがそれによって経験されるが、それ自身は経験されない。その

ような認識者を、きわめて微細なブッディによって、アートマンであると知れ。」 
 
tat sākṣikaṃ bhavet tat tad yad yad yenānubhūyate | 
kasyāpy ananubhūtārthe sākṣitvaṃ nopayujyate || 215 || 
 
「それによって経験されるものはすべて、それの目撃対象となる。経験されて

いない対象について、何者かがその目撃者となることは成立しない。」 
 
asau svasākṣiko 'bhāvo159 yataḥ svenānubhūyate | 
ataḥ paraṃ svayaṃ sākṣāt pratyagātmā na cetaraḥ || 216 || 
 
「そして、［「私」などの変容の］無（非存在）も自らを目撃対象とするもので

ある。それ自身によって経験されるからである。したがって、内なるアートマ

ンこそが、自ら直接に最高者（ブラフマン）を目撃するのであり、それ以外の

ものではない。」 
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jāgratsvapnasuṣuptiṣu sphuṭataraṃ yo 'sau samujjṛmbhate 
pratyagrūpatayā sadā “aham aham” ity antaḥsphuran naikadhā | 
nānākāravikārabhāgina imān paśyann ahaṃdhīmukhān 
nityānandacidātmanā sphurati taṃ viddhi svam etaṃ hṛdi || 217 ||160 
 
「覚醒位・夢眠位・熟睡位において、きわめて明瞭に輝き現れ、内なるあり方

として常に「私」、「私」と内に多様に輝きながら、「私」という認識をはじめと

するこれらさまざまな形と変容を見つつ、常に歓喜と覚知そのものとして心の

内に輝く、そのような［アートマン］をあなた自身として知れ。」 
 
ghaṭodake bimbitam arkabimbam ālokya mūḍho ravim eva manyate | 
tathā cidābhāsam upādhisaṃsthaṃ bhrāntyāham ity eva jaḍo 'bhimanyate || 218 ||161 
 
「壺の水に映った太陽の像を見て、愚かな者は、それこそが太陽であると思い

込む。同様に、愚かな者は、制約条件（upādhi）の中に存在する精神の影像を、

迷妄から、これこそが「私である」と思い込む。」 
 
ghaṭaṃ jalaṃ tadgatam arkabimbaṃ vihāya sarvaṃ vinirīkṣyate 'rkaḥ | 
taṭastha etat tritayāvabhāsakaḥ svayaṃprakāśo viduṣā yathā tathā || 219 ||162 
 
「壺と水、そしてそこに映った太陽の像、そのすべてを離れて、太陽そのもの

が見られる。同様に、岸辺にあってその三つを照らし出す、自ら輝く［真の太

陽］が知者によって見られる。」 
 
dehaṃ dhiyaṃ citpratibimbam evaṃ visṛjya buddhau nihitaṃ guhāyām | 
draṣṭāram ātmānam akhaṇḍabodhaṃ sarvaprakāśaṃ sadasadvilakṣaṇam || 220 ||163 
nityaṃ vibhuṃ sarvagataṃ susūkṣmaṃ antarbahiḥśūnyam ananyam ātmanaḥ | 
vijñāya samyaṅnijarūpam etat pumān vipāpmā virajo vimṛtyuḥ || 221 ||164 
 
「このように、身体とブッディ、そしてブッディという洞窟の中に置かれた精

神の影像を捨て去り、目撃者であり、分割されることのない覚知であり、すべ

てを照らし、有とも無とも異なり、常住であり、遍満し、すべてに行きわたり、

きわめて微細で、内も外も空であり、アートマンと別のものではないこの自己

の本来のあり方を正しく認識すれば、人は罪を離れ、ラジャスを離れ、死を超

えた者となる。」 
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viśoka ānandaghano vipaścit svayaṃ kutaścin na bibheti kaścit | 
nānyo 'sti panthā bhavabandhamukteḥ vinā svatattvāvagamaṃ mumukṣoḥ || 222 ||165 
 
「憂いなく、歓喜に満ち溢れた知者は、誰も何ものをも恐れることがない。解

脱を求める者にとって、自らの真実を理解することなくして、生存（輪廻）と

いう束縛からの解放に至る別の道は存在しない。」 
 
brahmābhinnatvavijñānaṃ bhavamokṣasya kāraṇam | 
yenādvitīyam ānandaṃ brahma sampadyate budhaiḥ || 223 || 
 
「ブラフマンとは異ならないことの認識が、生存（輪廻）からの解放の原因で

ある。それによって、知者たちは、第二のものをもたない、歓喜なるブラフマ

ンに到達する。」 
 
brahmabhūtas tu saṃsṛtyai vidvān nāvartate punaḥ | 
vijñātavyam ataḥ samyag brahmābhinnatvam ātmanaḥ || 224 || 
 
「ブラフマンとなった知者は、再び輪廻へと戻ることはない。したがって、ア

ートマンがブラフマンとは異ならないことを、正しく認識すべきである。」 
 
satyaṃ jñānam anantaṃ brahma viśuddhaṃ paraṃ svataḥsiddham | 
nityānandaikarasaṃ pratyagabhinnaṃ nirantaraṃ jayati || 225 ||166 
 
「ブラフマンは、真実であり、知であり、無限であり、清浄であり、最高であ

り、自らによって成立している。恒常なる歓喜を唯一の本質とし、内なるアー

トマンと異ならず、間断なく顕現している。」 
 
sad idaṃ paramādvaitaṃ svasmād anyasya vastuno 'bhāvāt | 
na hy anyad asti kiṃcit samyak paratattvabodhasudaśāyām167 || 226 ||168 
 
「この［ブラフマン］は、最高の不二である。それ自身とは別に何ら実在する

ものがないからである。というのも、最高の真理の認識という優れた状態にお

いては、それ以外のいかなるものもまったく存在しないからである。」 
 
yad idaṃ sakalaṃ viśvaṃ nānārūpaṃ pratītam ajñānāt | 
tat sarvaṃ brahmaiva pratyastāśeṣabhāvanādoṣam || 227 || 
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「無知によって、さまざまな形をもつものとして現れているこの全世界は、あ

らゆる仮構という過失が退けられれば、すべてブラフマンにほかならない。」 
 
mṛtkāryabhūto 'pi mṛdo na bhinnaḥ kumbho 'sti sarvatra tu mṛtsvarūpāt | 
na kumbharūpaṃ pṛthag asti kumbhaḥ kuto mṛṣā kalpitanāmamātraḥ || 228 ||169 
 
「壺は土から生じたものであるが、土とは異ならない。どのような場合でも壺

は土を本性とするものだからである。壺というあり方は、［土とは］別個に存在

するものではない。虚偽に仮構された名前にすぎない壺が、どうして［実在し

えようか］。」 
 
kenāpi mṛdbhinnatayā svarūpaṃ ghaṭasya saṃdarśayituṃ na śakyate | 
ato ghaṭaḥ kalpita eva mohān mṛd eva satyaṃ paramārthabhūtam || 229 ||170 
 
「壺の本性を土とは異なるものとして示すことは誰にもできない。したがって、

壺は迷妄によって仮構されたものにすぎず、土だけが真実であり、究極的実在

である。」 
 
sad brahmakāryaṃ sakalaṃ sad evaṃ tanmātram etan na tato 'nyad asti | 
astīti yo vakti na tasya moho vinirgato nidritavat prajalpaḥ || 230 ||171 
 
「ブラフマンという実在から生じたこの一切は、実在そのものにほかならない。

これはそれのみであり、それとは別のものは存在しない。「存在する」と語る者

にとって、迷妄はまだ去っていない。眠っている者のような戯言である。」 
 
“brahmaivedaṃ viśvam”1 ity eva vāṇī śrautī brūte 'tharvaniṣṭhā variṣṭhā | 
tasmād etad brahmamātraṃ hi viśvaṃ nādhiṣṭhānād bhinnatāropitasya || 231 ||172 
 
「アタルヴァ・ヴェーダに基づく最上の教えである聖典の言葉は、『この世界は

まさにブラフマンそのものである』（『ムンダカ・ウパニシャッド』）と語ってい

る。したがって、この世界は実にブラフマンのみである。基体とは異なるもの

として仮構されたものは［実在し］ないからである。」 
 
satyaṃ yadi syāj jagad etad ātmano 'nantatvahānir nigamāpramāṇatā | 

 
1 MuU II.2.12. 
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asatyavāditvam apīśituḥ syān naitat trayaṃ sādhu hitaṃ mahātmanām || 232 ||173 
 
「もしこの世界が実在であるならば、アートマンの無限性は損なわれ、聖典の

権威性が失われてしまう。また、主宰神も虚偽を語る者となってしまう。これ

ら三つのことは、［聖典や師の言葉に従う］善良なる人々にとって決して正しく

も有益でもない。」 
 
īśvaro vastutattvajño “na cāhaṃ teṣv avasthitaḥ | 
na ca matsthāni bhūtāni”2 ity evam eva vyacīkḷpat || 233 || 
 
「実在の真理を知る主宰神は、『私はそれらの中に存在していない。また、諸存

在も私の中には存在していない』（『バガヴァッド・ギーター』）と、このように

明言した。」 
 
yadi satyaṃ bhaved viśvaṃ suṣuptāv upalabhyatām | 
yan nopalabhyate kiṃcid ato 'sat svapnavan mṛṣā || 234 || 
 
「もし世界が実在であるならば、熟睡時にも認識されるはずである。しかし、

そこでは何ものも認識されない。したがって、それは夢のように非実在であり、

虚偽である。」 
 
ataḥ pṛthaṅ nāsti jagat parātmanaḥ pṛthak pratītis tu mṛṣā guṇādivat | 
āropitasyāsti kim arthavattādhiṣṭhānam ābhāti tathā bhrameṇa || 235 ||174 
 
「したがって、この世界は最高アートマンとは別には存在しない。［アートマン

とは］別のものとしての認識は、属性などの場合と同様に虚偽である。仮構さ

れたものに、いったいどのような実在性がありえようか。迷妄によって基体だ

けがそのように現れているのである。」 
 
bhrāntasya yad yad bhramataḥ pratītaṃ brahmaiva tat tad rajataṃ hi śuktiḥ | 
idaṃtayā brahma sad eva rūpyate tv āropitaṃ brahmaṇi nāmamātram || 236 ||175 
 
「迷妄した者が、迷妄にもとづいて認識しているものは、すべてブラフマンに

ほかならない。たとえば、真珠母貝における銀［という認識］のように。実在

にほかならないブラフマンは「これ」というあり方によって現れている。しか

 
2 BhG IX.4-5. 
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し、［この現れは］ブラフマンの上に仮構された名称にすぎない。」 
 
ataḥ paraṃ brahma sad advitīyaṃ viśuddhavijñānaghanaṃ nirañjanam | 
praśāntam ādyantavihīnam akriyaṃ nirantarānandarasasvarūpam || 237 ||176 
 
「したがって、最高ブラフマンは、実在であり、第二のものをもたず、清浄な

識そのものであり、汚れなく、静寂であり、始まりと終わりがなく、行為をも

たず、間断なき歓喜の味わいを本性とする。」 
 
nirastamāyākṛtasarvabhedaṃ nityaṃ sukhaṃ niṣkalam aprameyam | 
arūpam avyaktam anākhyam avyayaṃ jyotiḥ svayaṃ kiṃcid idaṃ cakāsti || 238 ||177 
 
「マーヤーによって作り出されたあらゆる差異を退け、恒常であり、至福であ

り、部分をもたず、認識手段の対象とはならず、いろかたちをもたず、未顕現

で、名づけることもできず、不変であり、自ら輝く光である。そのようなある

ものが、ここに輝き現れている。」 
 
jñātṛjñeyajñānaśūnyam anantaṃ nirvikalpakam | 
kevalākhaṇḍacinmātraṃ paraṃ tattvaṃ vidur budhāḥ || 239 || 
 
「知る主体・知られる対象・知それ自体を欠き、無限であり、分別をもたず、

ただ分割されることのない精神のみからなるもの。それを知者たちは最高の真

理であると知る。」 
 
aheyam anupādeyaṃ manovācām agocaram | 
aprameyam anādyantaṃ brahma pūrṇam mahan mahaḥ || 240 || 
 
「ブラフマンは、捨て去られるべきものでもなく、受け取られるべきものでも

なく、マナスと言葉の対象領域ではなく、認識手段の対象とはならず、始まり

も終わりもなく、充満し、偉大であり、輝きである。」 
 
tattvaṃpadābhyām abhidhīyamānayoḥ brahmātmanoḥ śodhitayor yadīttham | 
śrutyā tayos “tat tvam asi”3 iti samyag ekatvam eva pratipādyate muhuḥ || 241 ||178 
 
「『それ（tat）』と『おまえ（tvam）』という二つの語によって示されるブラフマ

 
3 ChU VI.8.7. 
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ンとアートマンとが、このように浄化されると、『おまえはそれである（tat tvam 
asi）』（『チャーンドーギヤ・ウパニシャッド』）という聖典の言葉によって、ま

さしくこの二つの同一性が繰り返し正しく説明される。」 
 
aikyaṃ tayor lakṣitayor na vācyayor nigadyate 'nyonyaviruddhadharmiṇoḥ | 
khadyotabhānvor iva rājabhṛtyayoḥ kūpāmburāśyoḥ paramāṇumervoḥ || 242 ||179 
 
「それら［ブラフマンとアートマンの］二つの同一性は、字義どおりの意味に

おいてではなく、比喩的な間接的意味において語られる。それらは互いに相反

する性質をもつからである。例えば、蛍と太陽、王と召使い、小さな井戸の水

と大海、原子とメール山といったように。」 
 
tayor virodho 'yam upādhikalpito na vāstavaḥ kaścid upādhir eṣaḥ | 
īśasya māyā mahadādikāraṇaṃ jīvasya kāryaṃ śṛṇu pañcakośam || 243 ||180 
 
「それら二つの対立は、制約条件（upādhi）によって構想されたものであり、な

んら実在するものではない。この制約条件とは、主宰神にとってはマーヤーで

あり、マハットなどの原因である。他方、個我にとっては、五つの蓋被という

結果である。［これについて］聞け。」 
 
etāv upādhī parajīvayos tayoḥ samyaṅnirāse na paro na jīvaḥ | 
rājyaṃ narendrasya bhaṭasya kheṭakas tayor apohe na bhaṭo na rājā || 244 ||181 
 
「この二つ［マーヤーと五蓋被］は、最高者と個我とにとってのそれぞれの制

約条件（upādhi）である。この二つが正しく取り除かれたときには、最高者も個

我も存在しない。王にとっての王国と、兵士にとっての盾のように。それら二

つが除かれれば、兵士も王も存在しない。」 
 
“athāta ādeśa”4 iti śrutiḥ svayaṃ niṣedhati brahmaṇi kalpitaṃ dvayam | 
śrutipramāṇānugṛhītabodhāt tayor nirāsaḥ karaṇīya eva || 245 ||182 
 
「『さて、次に教示を述べよう』（『ブリハッドアーラニヤカ・ウパニシャッド』）

という聖典は、ブラフマンの上に仮構された二元性を自ら否定している。した

がって、聖典という認識根拠によって支持された理解に基づいて、それら二つ

［の制約条件］が確かに排除されなければならない。」 
 

4 BĀU II.3.6. 
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nedaṃ nedaṃ kalpitatvān na satyaṃ rajjau183 dṛṣṭavyālavat svapnavac ca | 
itthaṃ dṛśyaṃ sādhu yuktyā vyapohya jñeyaḥ paścād ekabhāvas tayor yaḥ || 246 ||184 
 
「『これではない』『これではない』というように、仮構されたものであるがゆ

えに、それは真実ではない。縄において見られた蛇のように、また夢のように。

このように、見られる対象を正しい論理によって排除した後、［ブラフマンとア

ートマンの］両者の同一のあり方が知られるべきである。」 
 
tatas tu tau lakṣaṇayā sulakṣyau tayor akhaṇḍaikarasatvasiddhaye | 
nālaṃ jahatyā na tathājahatyā kintūbhayārthātmikayaiva bhāvyam || 247 ||185 
 
「その後、それら二つは比喩的な間接表示（lakṣaṇā）によって正しく理解され

るべきである。それら両者が、分割されることのない単一の本質をもつことを

確立するためである。語義を捨てる［表示］だけでも十分ではなく、また語義

を捨てない［表示］だけでも十分ではない。むしろ、両者の意味をあわせもつ 186

［表示］によって理解されるべきである。」 
 
sa devadatto 'yam itīha caikatā viruddhadharmāṃśam apāsya kathyate | 
yathā tathā tat tvam asīti vākye viruddhadharmān ubhayatra hitvā || 248 ||187 
saṃlakṣya cinmātratayā sadātmanor akhaṇḍabhāvaḥ paricīyate budhaiḥ | 
evaṃ mahāvākyaśatena kathyate brahmātmanor aikyam akhaṇḍabhāvaḥ || 249 ||188 
 
「『これはあのデーヴァダッタである』という文においても、相反する性質の部

分を取り除いたうえで、［両者の］同一性が語られる。同様に、『おまえはそれ

である（tat tvam asi）』という文においても、両者における相反する性質を捨て

去り、ただ精神のみというあり方によって理解することで、恒常なるアートマ

ンと［ブラフマン］との分割されることのない同一のあり方が、知者たちによ

って認識される。このように、数多くの大聖句 189（mahāvākya）によって、ブラ

フマンとアートマンとの同一性、すなわち分割されることのない同一のあり方

が説かれる。」 
 
“asthūlam”5 ity etad asan nirasya siddhaṃ svato vyomavad apratarkyam | 
ato mṛṣāmātram idaṃ pratītaṃ jahīhi yat svātmatayā gṛhītam | 
brahmāham ity eva viśuddhabuddhyā viddhi svam ātmānam akhaṇḍabodham || 250 ||190 

 
5 BĀU III.8.8. 
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「『粗大なものではなく（asthūlam）』（『ブリハッドアーラニヤカ・ウパニシャッ

ド』）というような［聖典の言葉］によって、非実在なるものを否定すると、虚

空のごとくに論理によっては把握できない［ブラフマン］が自ら成立する。し

たがって、自らのアートマンとして捉えられているこの現れを、虚偽にすぎな

いものとして捨て去れ。まさに「私はブラフマンである」という清浄な知性に

よって、分割されることのない覚知そのものである自らのアートマンを知れ。」 
 
mṛtkāryaṃ sakalaṃ ghaṭādi satataṃ mṛnmātram evābhitas191 
tadvat sajjanitaṃ sadātmakam idaṃ sanmātram evākhilam | 
yasmān nāsti sataḥ paraṃ kim api “tat satyaṃ sa ātmā”6 svayaṃ 
tasmāt “tat tvam asi”7 praśāntam amalaṃ brahmādvayaṃ yat param || 251 ||192 
 
「壺などのあらゆる土から作られたものは、常に完全に土そのものにほかなら

ない。同様に、実在から生じたこの［世界］は、実在を本質とするものであり、

すべて実在そのものにほかならない。なぜなら、実在以外には何ものも存在し

ないからである。さらに［聖典は続けて］『それは真実であり、それがアートマ

ン』すなわち『自己である。』したがって、『おまえは、それ』すなわち、静寂

にして汚れなく、第二のものをもたない最高ブラフマン『である。』（『チャーン

ドーギヤ・ウパニシャッド』）」 
 
nidrākalpitadeśakālaviṣayajñātrādi sarvaṃ yathā 
mithyā tadvad ihāpi jāgrati jagat svājñānakāryatvataḥ | 
yasmād evam idaṃ śarīrakaraṇaprāṇāhamādy apy asat 
tasmāt “tat tvam asi”8 praśāntam amalaṃ brahmādvayaṃ yat param || 252 ||193 
 
「夢の中で構想された場所・時間・対象・認識主体などのすべてが虚偽である

ように、同様に、この覚醒時における世界もまた、自らの無知の産物であるが

ゆえに［虚偽である］。この身体・感官・気息・アハンカーラなどもまた非実在

である。それゆえに、『おまえは、それ』すなわち、静寂にして汚れなく、第二

のものをもたない最高ブラフマン『である。』」 
 
yatra bhrāntyā kalpitaṃ tadviveke 
tat tanmātraṃ naiva tasmād vibhinnam | 

 
6 ChU VI.8.7. 
7 ChU VI.8.7. 
8 ChU VI.8.7. 
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svapne naṣṭaṃ svapnaviśvaṃ vicitraṃ 
svasmād bhinnaṃ kinnu dṛṣṭaṃ prabodhe || 253 ||194 
 
「あるもの A において、あるもの B が迷妄によって仮構されている時、A につ

いての識別が生じると、A はただ A そのものとなり、それ（=A）とは別のもの

（=B）ではなくなる。夢において消滅したあの多様なる夢世界が、覚醒時に、

自分自身とは別のものとして見られることがあるだろうか［そのようなことは

ない］。」 
 
jātinītikulagotradūragaṃ nāmarūpaguṇadoṣavarjitam | 
deśakālaviṣayātivarti yad brahma tat tvam asi bhāvayātmani || 254 ||195 
 
「種姓・社会集団・家系・氏族を超越し、名前・いろかたち・性質・欠点を離

れ、場所・時間・対象を超えたものであるブラフマン、それをおまえは自己の

内において『おまえはそれである（tat tvam asi）』と観想せよ。」 
 
yat paraṃ sakalavāgagocaraṃ gocaraṃ vimalabodhacakṣuṣaḥ | 
śuddhacidghanam anādivastu yad brahma tat tvam asi bhāvayātmani || 255 || 
 
「すべての［人々の］言葉の対象とはならず、清浄なる覚知の眼をもつものの

みにとって対象となり、純粋な精神そのものであり、始まりなき高次の実在で

あるブラフマン、それをおまえは自己の内において『おまえはそれである（tat 
tvam asi）』と観想せよ。」 
 
ṣaḍbhir ūrmibhir ayogi yogihṛdbhāvitaṃ na karaṇair vibhāvitam | 
buddhyavedyam anavadyam asti yad brahma tat tvam asi bhāvayātmani || 256 || 
 
「六つの波 196と結びつくことなく、ヨーガ行者たちの心において修習され、感

官によっては顕わし出されず、知性によっては知られることがなく、欠点をも

たず、実在するブラフマン、それをおまえは自己の内において『おまえはそれ

である（tat tvam asi）』と観想せよ。」 
 
bhrāntikalpitajagatkalāśrayaṃ svāśrayaṃ ca sadasadvilakṣaṇam | 
niṣkalaṃ nirupamānavad dhi yad brahma tat tvam asi bhāvayātmani || 257 || 
「迷妄によって仮構された世界の諸部分の依り所であり、自らを依り所とし、

有とも無とも異なり、部分をもたず、比べるべきものがなく、不変であるブラ
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フマン、それをおまえは自己の内において『おまえはそれである（tat tvam asi）』
と観想せよ。」 
 
janmavṛddhipariṇatyapakṣayavyādhināśanavihīnam avyayam | 
viśvasṛṣṭyavanaghātakāraṇaṃ197 brahma tat tvam asi bhāvayātmani || 258 || 
 
「生・成長・変化・衰退・病・滅びを欠き、不変であり、世界の創造・維持・

破壊の原因であるブラフマン、それをおまえは自己の内において『おまえはそ

れである（tat tvam asi）』と観想せよ。」 
 
astabhedam anapāstalakṣaṇaṃ nistaraṅgajalarāśiniścalam | 
nityamuktam avibhaktamūrti yad brahma tat tvam asi bhāvayātmani || 259 || 
 
「差異を離れ、その本質的特徴を失うことなく、波のない大水のように不動で

あり、恒常に解放され、分割されることのない本性をもつブラフマン、それを

おまえは自己の内において『おまえはそれである（tat tvam asi）』と観想せよ。」 
 
ekam eva sad anekakāraṇaṃ kāraṇāntaranirāsyakāraṇam | 
kāryakāraṇavilakṣaṇaṃ svayaṃ brahma tat tvam asi bhāvayātmani || 260 || 
 
「唯一の実在であり、多くのものの原因であり、他のあらゆる原因を退ける原

因であり、自らは結果とも原因とも異なるブラフマン、それをおまえは自己の

内において『おまえはそれである（tat tvam asi）』と観想せよ。」 
 
nirvikalpakam analpam akṣaraṃ yat kṣarākṣaravilakṣaṇaṃ param | 
nityam avyayasukhaṃ nirañjanaṃ brahma tat tvam asi bhāvayātmani || 261 || 
 
「分別をもたず、狭小ではなく、不壊であり、可滅なるものと不滅なるものの

双方とは異なる最高のものであり、恒常で、不変なる至福であり、汚れなきブ

ラフマン、それをおまえは自己の内において『おまえはそれである（tat tvam asi）』
と観想せよ。」 
 
yad vibhāti sad anekadhā bhramān nāmarūpaguṇavikriyātmanā | 
hemavat svayam avikriyaṃ sadā brahma tat tvam asi bhāvayātmani || 262 || 
 
「迷妄によって、名称・いろかたち・性質・変化というあり方をとりながら、
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多様に輝き現れている実在であり、金のように、それ自体は常に変化すること

のないブラフマン、それをおまえは自己の内において『おまえはそれである（tat 
tvam asi）』と観想せよ。」 
 
yac cakāsty anaparaṃ parātparaṃ pratyagekarasam ātmalakṣaṇam | 
satyacitsukham anantam avyayaṃ brahma tat tvam asi bhāvayātmani || 263 || 
 
「それを超えるものがなく、最高のものをも超えた最高のものであり、内なる

自己として単一の本質をもち、アートマンをその本性とし、自ら輝くもの。実

在であり、精神であり、至福であり、無限で、不変なるブラフマン、それをお

まえは自己の内において『おまえはそれである（tat tvam asi）』と観想せよ。」 
 
uktam artham imam ātmani svayaṃ bhāvayet prathitayuktibhir dhiyā | 
saṃśayādirahitaṃ karāmbuvat tena tattvanigamo bhaviṣyati || 264 || 
 
「このように説かれた意味を、自ら自己の内において、広く認められた論理に

よって［支えられた］知性をもって観想すべきである。［そうすれば］疑いなど

を離れ、手の中の水のように［明白なものとなる］。それによって真理について

の確実な理解が生じるであろう。」 
 
saṃbodhamātraṃ pariśuddhatattvaṃ vijñāya saṅghe nṛpavac ca sainye | 
tadāśrayaḥ svātmani sarvadā sthito vilāpaya brahmaṇi viśvajātam || 265 ||198 
 
「純粋な覚知そのものであり、完全に清浄な本質を有するもの［ブラフマン］

を、軍隊の中の王のように、［身体・器官などの］集合体のうちに理解し、それ

を拠り所として常に自己の内に安住し、一切の世界をブラフマンの中に帰滅さ

せよ。」 
 
buddhau guhāyāṃ sadasadvilakṣaṇaṃ brahmāsti satyaṃ paramadvitīyam | 
tad ātmanā yo 'tra vased guhāyāṃ punar na tasyāṅgaguhāpraveśaḥ || 266 ||199 
 
「ブッディという洞窟の中には、有とも無とも異なり、真実であり、最高であ

り、第二のものをもたないブラフマンが存在する。それを自己として、この洞

窟の中に住する者には、もはや再び身体という洞窟への侵入はない。」 
 
jñāte vastuny api balavatī vāsanānādir eṣā 
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kartā bhoktāpy aham iti dṛḍhā yāsya saṃsārahetuḥ | 
pratyagdṛṣṭyātmani nivasatā sāpaneyā prayatnān 
muktiṃ prāhus tad iha munayo vāsanātānavaṃ yat || 267 ||200 
 
「真実在が知られた後であっても、「私は行為者であり、享受者である」という

強固な無始の潜勢力（vāsanā）は依然として力をもっており、それが輪廻の原因

となる。内なる自己を見る者としてアートマンに安住しつつ、それは努力によ

って取り除かれるべきである。賢者たちは、この世において、潜勢力の衰滅

（vāsanātānava）こそが解脱であると説いている。」 
 
ahaṃ mameti yo bhāvo dehākṣādāv anātmani | 
adhyāso 'yaṃ nirastavyo viduṣā svātmaniṣṭhayā || 268 || 
 
「自己（＝アートマン）ならざる身体や感官などに対して、「私である」「私のものである」

という観念があるならば、これこそが付託である。本来の自己（＝アートマン）に安住し

た賢者によって、それは取り除かれるべきである。」 

 
jñātvā svaṃ pratyagātmānaṃ buddhitadvṛttisākṣiṇam | 
so 'ham ity eva sadvṛttyānātmany ātmamatiṃ jahi || 269 || 
 
「ブッディとその働きの目撃者である自らの内なるアートマンを知り、「私はそ

れである（so 'ham）」という真実なる観念によって、自己ならざるもの（非アー

トマン）に対する自己観念を捨て去れ。」 
 
lokānuvartanaṃ tyaktvā tyaktvā dehānuvartanam | 
śāstrānuvartanaṃ tyaktvā svādhyāsāpanayaṃ kuru || 270 || 
 
「世間への拘泥を捨て、身体への拘泥を捨て、聖典への拘泥を捨てて、自らの

付託を取り除け。」 
 
lokavāsanayā jantoḥ śāstravāsanayāpi ca | 
dehavāsanayā jñānaṃ yathāvan naiva jāyate || 271 || 
 
「世間・身体・聖典［への拘泥］から生じた潜勢力によって、生きとし生ける

ものには、あるがままの真の認識は決して生じない。」 
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saṃsārakārāgṛhamokṣam icchor ayomayaṃ pādanibandhaśṛṅkhalam201 | 
vadanti tajjñāḥ paṭuvāsanātrayaṃ yo 'smād vimuktaḥ samupaiti muktim || 272 ||202 
 
「輪廻という牢獄からの解脱を望む者にとって、世間・身体・聖典［への拘泥］

から生じた三つの強固な潜勢力は、［牢獄において］足を縛る鉄の鎖であると、

真理を知る人々は語る。この三つから解放された者こそが、解脱へと至る。」 
 
jalādisaṃsargavaśāt prabhūtadurgandhadhūtāgarudivyavāsanā | 
saṃgharṣaṇenaiva vibhāti samyagvidhūyamāne sati bāhyagandhe || 273 ||203 
 
「沈香の神々しい香り（vāsanā204）は、水などとの接触によって強い悪臭に覆わ

れていても、外側の臭いが払い除けられ、磨かれることによって本来の香りが

現れ出る。」 
 
antaḥśritānantadurantavāsanādhūlīviliptā paramātmavāsanā | 
prajñātisaṃgharṣaṇato viśuddhā pratīyate candanagandhavat sphuṭam || 274 ||205 
 
「内に宿る最高のアートマンへの潜勢力は、無数にして果てしない潜勢力とい

う塵に覆われている。しかし、智慧によって磨かれて清められると、白檀の香

りのように明瞭に現れ出る。」 
 
anātmavāsanājālais tirobhūtātmavāsanā | 
nityātmaniṣṭhayā teṣāṃ nāśe bhāti svayaṃ sphuṭam || 275 || 
 
「アートマンならざるものへの潜勢力の網によって、アートマンへの潜勢力は

覆い隠されている。しかし、自己（＝アートマン）に絶えず安住することによ

って、それら［非アートマンへの潜勢力］が滅すると、［アートマンへの潜勢力］

は自ら明瞭に現れ出る。」 
 
yathā yathā pratyagavasthitaṃ manas tathā tathā muñcati bāhyavāsanām | 
niḥśeṣamokṣe sati vāsanānām ātmānubhūtiḥ pratibandhaśūnyā || 276 ||206 
 
「心が内なる自己（＝アートマン）に安住すればするほど、それだけ外的対象

への潜勢力を捨て去る。潜勢力が余すところなく消滅したとき、アートマンの

直覚は何の妨げもないものとなる。」 
 



62 
 

svātmany eva sadā sthitvā mano naśyati yoginaḥ | 
vāsanānāṃ kṣayaś cātaḥ svādhyāsāpanayaṃ kuru || 277 ||207 
 
「常に自己（＝アートマン）の内に安住することによって、ヨーガ行者のマナ

スは消滅し、それによって潜勢力も滅尽する。それゆえ、自らの付託を取り除

け。」 
 
tamo dvābhyāṃ rajaḥ sattvāt sattvaṃ śuddhena naśyati | 
tasmāt sattvam avaṣṭabhya svādhyāsāpanayaṃ kuru || 278 || 
 
「タマスは［ラジャスとサットヴァという］二つによって滅し、ラジャスはサ

ットヴァによって滅し、サットヴァは純粋なものによって滅する。したがって、

サットヴァを拠り所として、自らの付託を取り除け。」 
 
prārabdhaṃ puṣyati vapur iti niścitya niścalaḥ | 
dhairyam ālambya yatnena svādhyāsāpanayaṃ kuru || 279 || 
 
「『すでになされ、その結果が発現しつつある業（prārabdhakarman）によって身

体は維持されている』と確信し、動揺することなく、勇気をもって努力し、自

らの付託を取り除け。」 
 
nāhaṃ jīvaḥ paraṃ brahmety atadvyāvṛttipūrvakam | 
vāsanāvegataḥ prāptasvādhyāsāpanayaṃ kuru || 280 || 
 
「『私は個我ではなく、最高ブラフマンである』［という認識］は、自己ならざ

るものの排除を前提とする。潜勢力の勢いによって生じた自らの付託を取り除

け。」 
 
śrutyā yuktyā svānubhūtyā jñātvā sārvātmyam ātmanaḥ | 
kvacid ābhāsataḥ prāptasvādhyāsāpanayaṃ kuru || 281 || 
 
「聖典と論理、そして自らの直接経験によって、アートマンが万物と同一であ

ることを知り、それでもなおわずかに現れる見せかけから生じた自らの付託を

取り除け。」 
 
annādānavisargābhyām208 īṣan nāsti kriyā muneḥ | 
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tadekaniṣṭhayā nityaṃ svādhyāsāpanayaṃ kuru || 282 || 
 
「食物の摂取と排泄を除いて、聖者にはわずかな行為も存在しない。かの一者

のみに常に専心しつつ、自らの付託を取り除け。」 
 
tat tvam asyādivākyotthabrahmātmaikatvabodhataḥ | 
brahmaṇy ātmatvadārḍhyāya svādhyāsāpanayaṃ kuru || 283 || 
 
「『おまえはそれである』など［の文章］から生じるブラフマンとアートマンと

の同一性の覚知によって、ブラフマンこそ自己であるという確信を堅固なもの

とするために、自らの付託を取り除け。」 
 
ahaṃbhāvasya dehe 'smin niḥśeṣavilayāvadhi | 
sāvadhānena yuktātmā svādhyāsāpanayaṃ kuru || 284 || 
 
「この身体に対する『私』という意識が完全に消滅するまで、注意深く心を集

中させ、自らの付託を取り除け。」 
 
pratītir jīvajagatoḥ svapnavad bhāti yāvatā | 
tāvan nirantaraṃ vidvan svādhyāsāpanayaṃ kuru || 285 || 
 
「個我と世界についての認識が夢のように現れている限り、賢者よ、その間は

絶えず自らの付託を取り除け。」 
 
 
nidrāyā lokavārtāyāḥ śabdāder api vismṛteḥ | 
kvacin nāvasaraṃ dattvā cintayātmānam ātmani || 286 || 
 
「睡眠にも、世間話にも、音声などの対象にも、さらには［アートマンの］忘

却にも、いささかも機会を与えることなく、アートマンにおいてアートマンを

思念せよ。」 
 
mātāpitror malodbhūtaṃ malamāṃsamayaṃ vapuḥ | 
tyaktvā cāṇḍālavaddūraṃ brahmībhūya kṛtī bhava || 287 || 
 
「父母の不浄から生じ 209、不浄と肉とから成る身体を、チャンダーラを［避け
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る］ように遠く捨て去り、ブラフマンとなって、なすべきことを成し遂げた者

となれ。」 
 
ghaṭākāśaṃ mahākāśa ivātmānaṃ parātmani | 
vilāpyākhaṇḍabhāvena tūṣṇī bhava sadā mune || 288 || 
 
「壺の中の虚空を大虚空に［帰滅させる］ように、アートマンを最高のアート

マンのうちに、分割されないあり方において帰滅させて、常に沈黙せよ。聖者

よ 210。」 
 
svaprakāśam adhiṣṭhānaṃ svayaṃbhūya sadātmanā | 
brahmāṇḍam api piṇḍāṇḍaṃ tyajyatāṃ malabhāṇḍavat || 289 || 
 
「自ら輝く基体に自らなり、有を本性とするものとして、ブラフマー神の卵［と

いう大宇宙］（brahmāṇḍa）も身体［という小宇宙］（piṇḍāṇḍa）も、不浄の器の

ように捨て去るがよい。」 
 
cidātmani sadānande dehārūḍhāmahaṃdhiyam | 
niveśya liṅgam utsṛjya kevalo bhava sarvadā || 290 || 
 
「精神を本性とし常に歓喜である［アートマン］のうちに、身体の上に乗せら

れた「私」という思いを収め、微細な身体を捨て去って、常に唯一なる者とな

れ。」 
 
yatraiṣa jagadābhāso darpaṇāntaḥ puraṃ yathā | 
tad brahmāham iti jñātvā kṛtakṛtyo bhaviṣyasi || 291 || 
 
「鏡の中に都市が［現れる］ように、そこにおいてこの世界の影像が現れてい

るところの、かのブラフマン、それこそが私であると知って、あなたはなすべ

きことを成し遂げた者となるだろう。」 
 
yat satyabhūtaṃ nijarūpam ādyaṃ cid advayānandam arūpam akriyam | 
tad etya mithyāvapur utsṛjaitacchailūṣavad veṣam upāttam ātmanaḥ || 292 ||211 
 
「真実なるものであり、本来の姿であり、根源的であり、精神であり、不二の

歓喜であり、形をもたず、作用をもたない、かの［本性］に到達して、この虚
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妄なる身体を捨て去れ。俳優が自らまとった衣装［を脱ぎ捨てる］ように。」 
 
sarvātmanā dṛśyam idaṃ mṛṣaiva naivāhamarthaḥ kṣaṇikatvadarśanāt | 
jānāmy ahaṃ sarvam iti pratītiḥ kuto 'hamādeḥ kṣaṇikasya sidhyet || 293 ||212 
 
「あらゆる点から見て、この可見なる世界はまさに虚偽であり、決して『私』

という語が意味するものではない。［それが］刹那的であることが認められるか

らである。『私はすべてを知っている』という認識が、どうして『私』などの刹

那的なものに成立しようか。」 
 
ahaṃpadārthas tv ahamādisākṣī nityaṃ suṣuptāv api bhāvadarśanāt | 
brūte hy “ajo nitya”9 iti śrutiḥ svayaṃ tat pratyagātmā sadasadvilakṣaṇaḥ || 294 ||213 
 
「しかし、『私』という語が意味するものは、『私』などの目撃者であり、常住

である。熟睡時においても［その］存在が認められるからである。実に、聖典

自らも『不生にして常住である 214』と説く。それゆえ、内なるアートマンは、

有とも無とも異なるものである。」 
 
vikāriṇāṃ sarvavikāravettā nityāvikāro bhavituṃ samarhati | 
manorathasvapnasuṣuptiṣu sphuṭaṃ punaḥ punar dṛṣṭam asattvam etayoḥ || 295 ||215 
 
「変化するもののあらゆる変化を知る者は、常に変化しないものであるはずで

ある。空想時、夢眠位、熟睡位において、その両者［肉の塊とそれを『私であ

る』と思い込むもの］が存在しないことが、明らかに繰り返し認められるから

である 216。」 
 
ato 'bhimānaṃ tyaja māṃsapiṇḍe piṇḍābhimāniny api buddhikalpite | 
kālatrayābādhyam akhaṇḍabodhaṃ jñātvā svam ātmānam upaihi śāntim || 296 ||217 
 
「それゆえ、肉の塊に対する『私である』という思い込みを捨てよ。また、ブ

ッディによって仮構された、肉体を『私』とみなすものに対する［『私である』

という思い込み］をも［捨てよ］。三時において否定されることのない、分割さ

れない覚知である自らのアートマンを知り、静寂に至れ。」 
 
tyajābhimānaṃ kulagotranāmarūpāśrameṣv ārdraśavāśriteṣu | 

 
9 KaṭhU II.18. 
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liṅgasya dharmān api kartṛtādīṃs tyaktvā bhavākhaṇḍasukhasvarūpaḥ || 297 ||218 
 
「生々しい屍体に依存する家系、氏族、名前、いろかたち、住期に対する『私

である』という思い込みを捨てよ。また、微細な身体の属性である行為主体性

などをも捨てて、分割されない至福を本性とするものとなれ。」 
（続く） 
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1 〔韻律について〕サンスクリットの韻文は、音節の軽（laghu, ᴗ）と重（guru, －）の配列

によって形式が定まる。短母音をもち、後続する子音が一つ以下である音節を軽とし、長

母音または二重母音をもつ音節、アヌスヴァーラ（ṃ）もしくはヴィサルガ（ḥ）を伴う音

節、および二つ以上の子音が後続する音節を重とする。ただしパーダ（pāda。詩節を構成す

る句で、一詩節は通常 4 パーダからなる）末の音節は、軽重を問わない。三音節を一組と

する単位をガナ（gaṇa）と呼び、韻律はガナの配列として規定される。たとえばインドラヴ

ァジュラーは ta-ta-ja-ga-ga（－－ᴗ／－－ᴗ／ᴗ－ᴗ／－／－）と規定される。 

本訳注では、韻律書に名の与えられている韻律については、その名を挙げる。インドラヴ

ァジュラーとウペーンドラヴァジュラーとが一詩節のうちに混用される場合についても、

韻律書はキールティ、ヴァーニー、バーラーなど十四の変種名を立てているので、それに

従う。 

一方、本書には、一詩節のうちに 11 音節のパーダと 12 音節のパーダとが混在し、各パーダ

の第 1 音節の軽重も一定しない詩節が多数現れる。これらは十四変種には収まらないが、

韻律書がウパジャーティの名を他の混合形式にも及ぼすことを認めているため（Cf. VR 

III.93; ChM, p. 35）、広義のウパジャーティと見なし、パーダごとの形式を次の略号によって

記録することとした。すなわち、インドラヴァジュラー（ta-ta-ja-ga-ga）を G11、ウペーン

ドラヴァジュラー（ja-ta-ja-ga-ga）を L11、インドラヴァンシャー（ta-ta-ja-ra）を G12、ヴ

ァンシャスタヴィラ（ja-ta-ja-ra）を L12 とする。数字は 1 パーダの音節数を、G と L はそ

れぞれ第 1 音節が重（guru）であるか軽（laghu）であるかを示す。この四種は第 2 ガナ以

下に ta-ja を共有しており、第 1 音節の軽重と、末尾が ga-ga か ra か（すなわち 11 音節か 12

音節か）という二点によってのみ区別される。第 1 パーダから順に、たとえば

「L11/G12/G11/G11」のように記す。 
2 sarvavedāntasiddhāntagocaraṃ：すべてのヴェーダーンタ（＝ウパニシャッド）の定説を対

象とする（＝精通した）［師ゴーヴィンダ］。（別）すべてのヴェーダーンタの定説によって

知られる対象であるところの［師ゴーヴィンダ］。 
3 本詩節は1パーダに 19音節を含むシャールドゥーラヴィクリーディタ（śārdūlavikrīḍita, 虎

の戯れ）韻律の形式を保っている。 
4 本詩節は 1 パーダに 12 音節を含むインドラヴァンシャー（indravaṃśā）韻律の形式。 
5 本詩節は以下の混合形式。L11/G12/G11/L11。 
6 ブラフマー神の 100 年にもあたる相当に長い年月のこと。ブラフマー神（＝梵天）の 1 日

は 1 カルパ（kalpa, 劫）と呼ばれ、人間の 43 億 2 千万年に相当する。 
7 BAU II.4.2: amṛtatvasya tu nāśāsti vitteneti 
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8 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含み、インドラヴァジュラーとウペーンドラヴァジュラー

とが混合したウパジャーティ（upajāti）韻律の形式。ただし、第三パーダが 1 音節多いイレ

ギュラーとなっている。 
9 yogārūḍhatvam āsādya「ヨーガに登った人となり」。yogārūḍha「ヨーガに登った人」という

術語は『バガヴァッド・ギーター』VI.4 に現れる。『ギーター』の記述によれば、「ヨーガ

に登った人」とは、感官の対象や諸行為に執着せず、一切の意図を捨て去った人のことを

言う。Cf. 上村 1992: 169-170. 
10 ヨーガの実践体系で説かれる実践法の一つ。気息（prāṇa）の出入をコントロール（āyāma）

すること。Cf. YS II.49-52. 
11 ūhāpoha「論理的思考」。ūha と apoha という方法を用いた何らかの論理的な思考を指すと

考えられる。ūhāpoha はヴィヤーサ著『ヨーガ註解』II.18 にも現れる。ヴァーチャスパティ

の複註『タットヴァ・ヴァイシャーラディー』によれば、ūha とは実際にあるものを推理す

ることであり、apoha とは実際にはないのにあるものとして仮託されたものを論理的方法に

よって排除することであると説明する。類似表現として、ūhāpohaviśāradāḥ（ūha と apoha に

長けた人々）という語が『マハーバーラタ』XIII.133.43 にも現れる。 
12『シャンカラ註解』の「寂静、自制などといった手段の完成（śamadamādisādhanasampat）」

における「など（ādi）」の内容をここでは「六つからなるもの」として、次節以下、寂静（śama）、

自制（dama）、停止（uparati）、忍耐（titikṣā）、信仰（śraddhā）、集中（samādhāna）の六つを

挙げる。『シャンカラ註解』に対するヴァーチャスパティ・ミシュラの複註『バーマティー』

の註釈から、これは『ブリハッドアーラニヤカ・ウパニシャッド』IV.4.23（マディヤンディ

ナ版）の一節「心が静まったもの、自制したもの、停止したもの、耐え忍ぶもの、信仰篤

いものとなって（śānto dānta uparatas titikṣuḥ śraddhāvitto bhūtvā）」が下敷きになっているこ

とが知られるが（Cf. 島 2012: 159）、ここには「集中（samādhāna）」が含まれておらず、項

目は五つとなる。一方、『ブリハッドアーラニヤカ・ウパニシャッド』のカーンヴァ版では、

「信仰篤いもの（śraddhāvitto）」の代わりに「集中したもの（samāhito）」とする読みが保存

されており、上記の五項目に「（samādhāna）」を加えると六項目となる。本書に現れる「六

つからなるもの」がどのような背景から得られたかについて詳細は不明であるが、本書の

著者は二つの異なる版を念頭においていたということが少なくともわかる。なお、『ヴェー

ダーンタ・サーラ』では、本書と同じ六つの項目を挙げる。Cf. VeS 17-23. 
13 ここでいう四つの手段とは『ブラフマスートラ・シャンカラ註解』I.1.1 に説かれるとこ

ろの「四つの実現手段（sādhanacatuṣṭaya）」を踏まえたものである。Cf. 金倉 1980: 10. 
14 本書第 92 詩節参照。「両諸感官（ubhayeṣām indriyāṇām）」とは、微細な身体（sūkṣmaśarīra）

を構成する十七の部分（aṅga）を構成する五つの知覚器官（jñānendriya）と五つの行為器官

のこと。五知覚器官とは、聴覚（śrotra）、触覚（tvac）、視覚（cakṣus）、味覚（jihvā）、嗅覚

（ghrāṇa）であり、五行為器官とは、発声器官（vāc）、両手（pāṇī）、足（pādau）、排泄器官
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（pāyu）、生殖器官（upastha）のことをいう。Cf. SK I.26; VeS 79-91. 
15 異読 sarvadā VCH 
16 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むインドラヴァジュラー（indravajrā）韻律の形式。 
17 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むバーラー（bālā）韻律。 
18 本詩節は以下の混合形式。G11/L11/G12/L11。 
19 本詩節は 1 パーダに 12 音節を含むヴァンシャスタヴィラ（vaṃśasthavila, ヴァンシャス

タ vaṃśastha とも）韻律の形式。 
20 異読 yutaiḥ VCH 
21 本詩節は 1 パーダに 19 音節を含むシャールドゥーラヴィクリーディタ（śārdūlavikrīḍita, 

虎の戯れ）韻律の形式を保っている。 
22 本詩節は以下の混合形式。L11/G11/G12/G11。 
23 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むハムスィー（haṃsī）韻律。 
24 本詩節は以下の混合形式。G12/L12/L11/G11。 
25 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むバーラー韻律。 
26 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むシャーリニー（śālinī）韻律。 
27 本詩節は以下の混合形式。G12/L12/L11/G11。 
28 本詩節は以下の混合形式。G12/L11/G11/L12。 
29 本詩節は以下の混合形式。G12/G11/G11/G11。 
30 異読 tattvajñāt VCŚ 
31 原文は brahmaśabdaiḥ と複数で示されるため、厳密には「ブラフマンを語る複数の言葉に

よって」。続く第 63 詩節中の同語も同様。 
32 異読 -śilādyutkarṣaṇaṃ VCH 
33 本詩節は 1 パーダに 19 音節を含むシャールドゥーラヴィクリーディタ（śārdūlavikrīḍita, 

虎の戯れ）韻律。 
34 brahmavido- は brahmavidā（具格単数）＋ upadeśa と解する（ā + u → o）。属格 brahmavidaḥ 

では -aḥ + u- が母音接続となるため -o- は生じず、また韻律（シャールドゥーラヴィクリ

ーディタ第 6 位は長音）にも合わない。複合語 brahmavid-upadeśa と解する場合も、同じく

第 6 位が短音となる。labhyate の主語は svam amalaṃ tattvam。 
35 ここでは聞・思・修（śravaṇa-manana-nididhyāsana, Cf. BĀU IV.5.6: ātma vā are draṣṭavyaḥ 

srotavyo mantavyo nididhyāsitavyaḥ）の実践が念頭に置かれている。 
36 異読 svair eva VCH 
37 異読 rogādāv VCH 
38 異読 śāstrasammataḥ VCŚ 
39 本詩節は 1 パーダに 12 音節を含むインドラヴァンシャー（indravaṃśā）韻律。 
40 本詩節は以下の混合形式。L11/G12/L11/L12。 
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41 本詩節は以下の混合形式。G11/L12/G12/G11。 
42 本詩節は以下の混合形式。L11/G12/L12/G11。 
43 本詩節は以下の混合形式。L11/G12/G11/G11。 
44 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むアールドラー（ārdrā）韻律。 
45 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むシャーラー（śālā）韻律。 
46 動物はそれぞれの習性（guṇa）に応じて特定の対象に惹かれ、それに巻き込まれて死に

至る。鹿は笛の音（聴覚対象）などに惹かれて捕らえられ、象は雌象（触覚対象）に誘わ

れ、蛾は火（視覚対象）に飛び込み、魚は餌（味覚対象）にかかり、蜜蜂は花の香り（嗅

覚対象）に誘われて閉じ込められる。 
47 本詩節は以下の混合形式。G11/L12/G11/L11。 
48 本詩節は 1 パーダに 15 音節を含むマーリニー韻律。 
49 本詩節は以下の混合形式。G11/L12/G12/L12。 
50 本詩節は以下の混合形式。L11/L12/G12/G11。 
51 空・風・火・水・地という五つの微細な元素をそれぞれ半分に分割し、片方をさらに四

分割したら、四つの部分をそれ以外の元素に結合させる。残りの元素についても同様に、

それ以外の四元素にそれぞれの八分の一を結合させることを五分結合という。例えば、微

細な地元素をまず半分にして、さらに四分割したら、その八分の一を、空・風・火・水元

素に結合させる。微細な地元素には、最初の分割で残った半分に、空・風・火・水からそ

れぞれ八分の一ずつが結合すると、これが粗大な地元素となる。Cf. 中村 1962: 54-55. 
52 覚醒位とは、アートマンの三状態の一つであり、外界の粗大な対象を身体と感官を通し

て経験する意識状態をいう。他に夢眠位（svapna）と熟睡位（suṣupti）がある。シャンカラ

派では、これら三状態はいずれも移り変わる現象であり、真のアートマンはそれらすべて

の証人であるとされる。 
53 本詩節は以下の混合形式。G11/G11/L12/G12。 
54 本詩節は 1 パーダに 14 音節を含むヴァサンタティラカー韻律。 
55 本詩節は以下の混合形式。G11/G12/G11/G12。 
56 本詩節は以下の混合形式。L11/L12/L12/G12。 
57 前詩節からの続きの半詩節として扱う。以下の混合形式。G12/G11。 
58 後代のシャンカラ派では、ディーとブッディは同義として用いられることが多い。（Cf. 中

村 1962: 164）ここでもブッディと同義でディーが用いられている。 
59 本偈は拍数にもとづく韻律に属し、アーリヤー（āryā）、ギーティ（gīti）、アーリヤーギ

ーティ（āryāgīti）韻律との関係が考えられるが、1 行目 30 拍、2 行目 32 拍と、本文に若干

の不整合が見られるため、判別できない。 
60 本詩節は以下の混合形式。G11/G11/G12/G11。 
61 本詩節は 1パーダに 12音節を含むヴァンシャスタヴィラの一種、ウパメーヤー（upameyā）
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韻律。 
62 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むヴァーニー（vāṇī）韻律。 
63 異読 bhāti hy VCH。VCHの読みでは第 2 パーダの第 6 音節が重となり、インドラヴァジ

ュラーの形式が崩れるため、本文は VCŚ の jyotir を採用する。 
64 本詩節は 1 詩節半で構成されている。以下の混合形式。G12/G11/G11/L11/G12/L12。 
65 本詩節は、拍数にもとづく韻律（mātrāchandas）に属し、1 行 30 拍からなる。各行は前半

12 拍・後半 18 拍に分かれ、ギーティ（gīti）韻律に分類される。 
66 本詩節は以下の混合形式。G11/G12/G11/G12。 
67 異読 -prasyandana- VCH 
68 本詩節は以下の混合形式。G11/G12/G11/G11。 
69 本詩節は以下の混合形式。G11/L12/G11/L12。 
70 マーヤー（māyā）は、ここでは最高主宰者（parameśa）の力であり、三つのグナを本質

とする根源的原理として説明されている。不二一元論派では、マーヤーは世界を現出させ

る力として語られる一方、無明（avidyā）は個我に関わる迷妄の原理として説明されること

が多い。ただし、後期不二一元論派では、マーヤーと無明の関係は一様ではなく、両者を

プラクリティの二側面として整理し、それぞれの機能を区別する説明も見られる。たとえ

ば『パンチャダシー（Pañcadaśī）』では、主宰神に関わるマーヤーと、個我に関わる無明と

が区別され、その機能分化が論じられている。この点については、Kato 2001 を参照。 
71 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むバーラー（bālā）韻律。 
72 本詩節は以下の混合形式。G11/G12/L11/L11。 
73 本詩節は以下の混合形式。G12/L11/G11/G11。 
74 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むシャーリニー（śālinī）韻律。 
75 異読 pravaṇasya VCH 
76 本詩節は以下の混合形式。G11/G12/G12/G11。 
77 後代のシャンカラ派では、無明（無知）に二種の力（śakti）があるとするのが定説であ

る。覆蔽力（āvṛti, āvaraṇa）は真実のアートマンを覆い隠し、展現力（vikṣepa）は覆い隠さ

れたアートマンにおいて現象世界を発現させる力をもつ。Cf. VeS 66-71; 中村 1962: 145-147; 

Kato 2001: 28-30. 
78 本詩節は 1 パーダに 19 音節を含むシャールドゥーラヴィクリーディタ韻律。 
79 本詩節は以下の混合形式。L12/G11/G12/G11。 
80 本詩節は abhāvanā、viparītabhāvanā、asaṃbhāvanā、vipratipatti の四語を挙げるように見え

るが、注釈は vipratipatti を viruddhapratipatti と釈して viparītabhāvanā と重ね、「これら三つは

覆蔽力に属する（etat trayam asyāḥ āvaraṇaśakteḥ）」とする。本訳はこれに従う。なお注釈は、

abhāvanā を「聖典に説かれる梵我一如と世界の虚妄性は成り立たない、という思念」ない

し「『ない』という思念、すなわち虚無論（nāstikya）」、viparītabhāvanā を「身体などをアー
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トマンとみなす思念」、saṃbhāvanā を「疑いの思念（saṃśayabhāvanā）」と解し、saṃśaya を

「一つの主題について相反する複数の属性を認める知」と定義する。 
81 本詩節は以下の混合形式。G11/L12/G11/G12。 
82 本詩節は以下の混合形式。G11/G12/G11/L12。 
83 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むヴァーニー（vāṇī）韻律。 
84 本詩節は以下の混合形式。L11/G11/G11/L12。 
85 本詩節は以下の混合形式。G11/G12/L11/L11。 
86 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むシャーラー（śālā）韻律。 
87 本詩節は以下の混合形式。G12/G12/G11/G11。 
88 本詩節は、拍数にもとづく韻律（mātrāchandas）に属し、1 行 30 拍からなる。各行は前半

12 拍・後半 18 拍に分かれ、ギーティ（gīti）韻律に分類される。 
89 「マハット（mahat）」は、サーンキヤ派の世界開展説における第一原理であり、後代に

はブッディと同一視されることが多い。ここでは、マーヤーがそのような宇宙展開の原因

であることを示している。 
90 後代のシャンカラ派では、『タイッティリーヤ・ウパニシャド（Taittirīya Upaniṣad）』に説

かれるプルシャの五つの様態（食物の精よりなるアートマン、気息よりなるアートマン、

マナスよりなるアートマン、識よりなるアートマン、歓喜よりなるアートマン）に基づき、

これら五つのものが真のアートマンを覆い隠すとする五蓋被（pañcakośa）説を展開した。

Cf. 中村 1962: 25. 
91 異読 ābhārūpam VCH 
92 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むマーヤー（māyā）韻律。 
93 本詩節は以下の混合形式。G11/G11/G12/L12。 
94 本詩節は以下の混合形式。G11/G11/L11/L12。 
95 本詩節は以下の混合形式。L12/G11/L11/L12。 
96 本詩節は 1 パーダに 15 音節を含むマーリニー（mālinī）韻律。 
97 前詩節に続き、本詩節は 1 パーダに 15 音節を含むマーリニー（mālinī）韻律。 
98 本詩節は 1 パーダに 17 音節を含むマンダークラーンター（mandākrāntā）韻律。 
99 本詩節は 1 パーダに 17 音節を含むシカリニー（śikhariṇī）韻律。 
100 通常、縄と蛇の譬喩は、縄に対して蛇という錯誤知が生じる例として用いられる。しか

し本詩節では、vivekābhāva（識別知の欠如）によって「蛇に対して縄という認識（bhujage 

rajjudhiṣaṇā）」が生じるとされ、通常の例とは関係が逆転している。註釈も本文どおりに解

しているため、本訳もこれに従う。 
101 本詩節は以下の混合形式。L11/L12/L11/L11。 
102 ラーフは、インド神話において日食・月食を引き起こすとされる存在。太陽や月を覆い

隠すものとして描かれ、ここでは被覆の比喩として用いられている。 
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103 本詩節は 1 パーダに 17 音節を含むシカリニー（śikhariṇī）韻律。 
104 本詩節は 1 パーダに 17 音節を含むシカリニー（śikhariṇī）韻律。 
105 mahāmohagrāha（「大いなる迷妄という鰐」）という表現は、『パンチャダシー』冒頭偈に

も見える。同書では、師シャンカラーナンダを「戯れを伴う大いなる迷妄という鰐を呑み

込むことのみを業とする者（savilāsamahāmohagrāhagrāsaikakarmaṇe）」と讃える。これに対

し、本詩節では、迷妄そのものが人を呑み込む鰐として表現されている。Cf. PD I.1. 
106 本詩節は以下の混合形式。G11/G12/G11/L12。 
107 本詩節は 1 パーダに 15 音節を含むマーリニー（mālinī）韻律。 
108 本詩節は 1 パーダに 19 音節を含むシャールドゥーラヴィクリーディタ韻律。 
109 本詩節は以下の混合形式。G11/G12/G11/L11。 
110 本詩節は 1 パーダに 12 音節を含むプシュティダー（puṣṭidā）韻律。 
111 本詩節は以下の混合形式。L11/G11/L12/G11。 
112 本詩節は 1 行 29 拍からなり、前半 12 拍・後半 17 拍に分かれる。後続の詩節と同じギ

ーティ（前半 12 拍・後半 18 拍）の変種か？ 
113 本詩節は、1 行 30 拍からなり、前半 12 拍・後半 18 拍に分かれるギーティ（gīti）韻律

に分類される。 
114 本詩節は前詩節に続きギーティ韻律。 
115 前詩節に続きギーティ韻律。 
116 本詩節は以下の混合形式。G11/G12/L11/L11。 
117 本詩節は 1 パーダに 14 音節を含むヴァサンタティラカー韻律。 
118 本詩節は 1 パーダに 14 音節を含むヴァサンタティラカー韻律。 
119 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むブッディ（buddhi）韻律。 
120 本詩節は以下の混合形式。G11/G11/L12/G12。 
121 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むバーラー韻律。 
122 本詩節は以下の混合形式。G12/G11/G11/G11。 
123 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むシャーラー（śālā）韻律。 
124 本詩節は以下の混合形式。G12/G11/L11/G11。 
125 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むバーラー（bālā）韻律。 
126 本詩節は 1 パーダに 13 音節を含むマッタマユーラ（mattamayūra）韻律。 
127 本詩節は 1 パーダに 14 音節を含むヴァサンタティラカー韻律。 
128 本詩節は以下の混合形式。G12/L12/G12/L11。 
129 本詩節は以下の混合形式。G11/L11/G11/L12。 
130 本詩節は以下の混合形式。G11/G11/L11/G12。 
131 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むハムスィー（haṃsī）韻律。 
132 本詩節は 1 パーダに 14 音節を含むヴァサンタティラカー韻律。 
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133 本詩節は以下の混合形式。G11/G11/G12/G11。 
134 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むハムスィー（haṃsī）韻律。 
135 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むリッディ（ṛddhi）韻律。 
136 本詩節は以下の混合形式。L11/G11/L11/L12。 
137 異読 -doṣāt VCH 
138 本詩節は以下の混合形式。G12/G12/L12/G11。 
139 付託とは一方の性質を他方に誤って帰属させること。シャンカラはこの付託（adhyāsa, 

adhyāropaṇā）、すなわち、A の性質を誤って B に重ね合わせることが無明（avidyā）の本質

であり、これによって迷妄や束縛が生じるとする。本書の教説の核心である、アートマン

とアートマンならざるもの（＝非アートマン）の正しい識別（viveka）があれば、こうした

誤った重ね合わせは起こらない。Cf. 前田 1980: 234-237. 
140 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むバーラー韻律。 
141 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むキールティ（kīrti）韻律。 
142 anuvrajac（<anuvrajat）は文法上やや問題を残す読みである。註釈は anuvrajan yaḥ ... jīvaḥ

と解しており、独立した現在分詞 anuvrajan を前提としていると考えられる。したがって、

ここでは本文に誤記の可能性を認め、註釈に従って anuvrajaṃś（<anuvrajan）と修正して読

む。 
143 本詩節は以下の混合形式。L11/G11/G11/G12。 
144 本詩節は以下の混合形式。L11/G11/L12/G11。 
145 本詩節は以下の混合形式。G12/G11/G11/G11。 
146 本詩節は一詩節 6 パーダよりなる。以下の混合形式。G11/L11/G11/L12/L11/L11。 
147 本詩節は、1 行 30 拍からなり、前半 12 拍・後半 18 拍に分かれるギーティ（gīti）韻律

に分類される。 
148 本詩節は以下の混合形式。L11/G12/G12/L12。 
149 本詩節は以下の混合形式。L11/L12/L12/L11。 
150 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むシャーリニー（śālinī）韻律。 
151 前詩節に続き、本詩節はシャーリニー韻律。 
152 無もしくは非存在（abhāva）について、不二一元論派の後代の綱要書『ヴェーダーンタ・

パリバーシャー』などでは、ニヤーヤ・ヴァイシェーシカ派の分類に従って、4 種、すなわ

ち、未生無（prāgabhāva）、已滅無（pradhvaṃsābhāva）、絶対無（atyantābhāva）、相互無

（nyonyābhāva）を認めている。Cf. 加藤 2025: 129. 

 ここでいう「未生無（prāgabhāva）」とは、あるものが生起する以前におけるその非存在

を意味する。それは始まりをもたないため無始であるが、対象が生起した時点で消滅する

ため、永遠ではない。本偈では、この未生無を例として、無始であることと永遠であるこ

ととは同義ではないことが示されている。 
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153 異読 'nyaḥ VCH 
154 異読 vilakṣaṇaḥ VCH 
155 本詩節は以下の混合形式。L12/L11/L11/L12。 
156 本詩節は 1 パーダに 19 音節を含むシャールドゥーラヴィクリーディタ韻律。 
157 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むバーラー韻律。 
158 「三つの状態」とは、覚醒位（jāgrat）、夢眠位（svapna）、熟睡位（suṣupti）を指す。ア

ートマンは、これら三状態のいずれかに属するものではなく、それらが現れては消えるこ

とを見ている目撃者（サークシン、sākṣin）である。『アートマ・ボーダ』第 18 詩節にも、

「身体・感官・マナス・ブッディ・プラクリティとは異なり、それらの働きの目撃者であ

るアートマンを、常に王のようなものとして知るべきである」と説かれている。王が自ら

実務を行うのではなく、大臣や臣下の働きを見守るように、アートマンも身体・感官・マ

ナス・ブッディなどの働きに直接関与する行為主体ではなく、それらの働きを照らし出す

目撃者として存在するとされる。 
159 異読 bhāvo VCH 
160 本詩節は 1 パーダに 19 音節を含むシャールドゥーラヴィクリーディタ韻律。 
161 本詩節は以下の混合形式。L11/G12/L11/G12。 
162 本詩節は以下の混合形式。L11/L11/L12/L12。 
163 本詩節は以下の混合形式。G11/L11/G11/G12。 
164 本詩節は以下の混合形式。G11/G12/G11/L11。 
165 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むプレーマー（premā）韻律。 
166 本詩節は、1 行 30 拍からなり、前半 12 拍・後半 18 拍に分かれるギーティ（gīti）韻律。 
167 異読 paramārthatattvabodhadaśāyām VCH。VCHの読みでは、ギーティ韻律が崩れるため、

本文は VCŚの paratattvabodhasudaśāyām を採用する。 

168 前詩節に続き、本詩節はギーティ韻律。 
169 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むラーマー（rāmā）韻律。 
170 本詩節は以下の混合形式。G11/L12/L11/L11。 
171 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むバーラー韻律。 
172 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むシャーリニー韻律。 
173 本詩節は以下の混合形式。G12/G12/L11/G12。 
174 本詩節は以下の混合形式。L12/L12/G11/G11。 
175 本詩節は以下の混合形式。G11/G11/L12/G11。 
176 本詩節は以下の混合形式。L11/L12/L12/L11。 
177 本詩節は以下の混合形式。L11/G11/L12/G11。 
178 本詩節は以下の混合形式。G12/G11/G11/G12。 
179 本詩節は以下の混合形式。G12/L12/G12/G11。 
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180 本詩節は以下の混合形式。L12/L11/G12/G11。 
181 本詩節は以下の混合形式。G12/G11/G12/L11。 
182 本詩節は以下の混合形式。L12/L12/L11/L11。 
183 異読 rajju- VCH 
184 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むシャーリニー韻律。 
185 本詩節は以下の混合形式。L11/L12/G11/G11。 
186 ここでいう、語義の一部を捨て、一部を捨てない比喩的な間接表示（jahadajahallakṣaṇā）

とは、「おまえはそれである（tat tvam asi）」のような文において、「それ（tat）」と「おまえ

（tvam）」の語義のうち、互いに矛盾する制約条件（upādhi）を捨て、純粋な精神という共

通部分のみを保持する解釈法を指す。不二一元論派では、この解釈法によってブラフマン

とアートマンの同一性が説明される。Cf. 中村 1962: 160-163; 前田 1980: 207-215. 
187 本詩節は以下の混合形式。L12/L12/L11/L11。 
188 本詩節は以下の混合形式。G12/L12/G12/G11。 
189 大聖句（mahāvākya）とは、不二一元論派において、ブラフマンとアートマンの同一性

を教示するとされるウパニシャッドの重要文を指す。代表的なものに「おまえはそれであ

る（tat tvam asi）」「私はブラフマンである（ahaṃ brahmāsmi）」などがある。Cf. 前田 1980: 

197-199. 
190 本詩節は一詩節 6 パーダよりなる。以下の混合形式。G11/G11/L11/L11/G11/G11。 
191 異読 evāhitaṃ VCH 
192 本詩節は 1 パーダに 19 音節を含むシャールドゥーラヴィクリーディタ韻律。 
193 前詩節に続き、シャールドゥーラヴィクリーディタ韻律。 
194 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むシャーリニー韻律。本詩節は、VCŚ には収録されてい

ない。 
195 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むラトーッダター（rathoddhatā）韻律。以下、第 264 詩

節まで同じラトーッダター韻律が続く。また、第 263 詩節までは、d 句において、yad brahma 

tat tvam asi bhāvayātmani（ブラフマン、それをおまえは自己の内において『おまえはそれで

ある（tat tvam asi）』と観想せよ）というリフレインが続く。 
196 六つの波（ṣaḍūrmi）とは、飢えと渇き、悲しみと迷い、老いと死を指す。これらは、寄

せては返す波のように繰り返される苦悩としてしばしば列挙される。Cf. Upad 韻文篇 19.4; 

JMV 第 5 章: 157. 
197 異読 -avavighāta- VCH 
198 本詩節は以下の混合形式。G11/G11/L12/L11。 
199 本詩節は以下の混合形式。G12/G11/L11/L11。 
200 本詩節は 1 パーダに 17 音節を含むマンダークラーンター（mandākrāntā）韻律。 
201 異読 pādanibaddha- VCŚ 



77 
 

 
202 本詩節は以下の混合形式。G11/L12/L12/G11。 
203 本詩節は以下の混合形式。L11/G12/G11/L11。 
204 第 267 詩節以降に言及される vāsanā は、心に染み付いた潜在的な傾向を意味し、本訳

では「潜勢力」と訳出している。ただし、vāsanā は本来「香り」を意味する語でもあり、

本詩節ではその本義を用いた比喩となっている。 
205 本詩節は以下の混合形式。G12/G12/G11/L12。 
206 本詩節は以下の混合形式。L12/L12/G11/G11。 
207 以下、第 285 詩節まで、d 句において、「自らの付託を取り除け（svādhyāsāpanayaṃ kuru）」

というリフレインが続く。 
208 異読 anādāna- VCH 
209 不浄（mala）は、註釈によれば父母の精と血を指す（śuklaśoṇitajanya）。仏教の不浄観の

ように、身体を不浄とみなすのは、古代以来インドにみられる身体観である。本書第 87 詩

節参照。 
210 壺の中の虚空と大虚空の譬喩は、唯一なるアートマンが個我として多数に現れることを

説明する、不二一元論の代表的な比喩である。大なる虚空はそれ自体分割されないが、壺

という制約条件（upādhi）によって区切られているかのように現れる。同様に、アートマン

も制約条件によって限定され、個我として現れる。ただし壺が壊れても虚空そのものは損

なわれないように（本書第 134 詩節参照）、制約条件が消滅しても、新たに何かが生じるの

ではなく、本来分割されていないことが顕わになるにすぎない。本詩節の「分割されない

あり方において（akhaṇḍabhāvena）」はこの点を指す。 

後代の不二一元論では、ブラフマンから個我が成立することを説明するにあたり、限定

（avaccheda）による説明と映像（pratibimba）による説明とが区別される。ヴァーチャスパ

ティ・ミシュラが限定説（avacchedavāda）を採るのに対し、プラカーシャートマンは映像

説（pratibimbavāda）を唱えた。（Cf. 前田 1980: 44-45; 島 2012: 28-29.）本書は両説を併用し

ており、映像による説明は第 218–219 詩節に見える。 
211 本詩節は以下の混合形式。G11/L12/L11/G12。 
212 本詩節は以下の混合形式。G11/G12/G11/L11。 
213 本詩節は以下の混合形式。L11/G12/G12/G12。 
214 『不生にして常住である（ajo nityaḥ）』は『カタ・ウパニシャッド』I.2.18。同句は『バ

ガヴァッド・ギーター』II.20 にも見えるが、本書では聖典（śruti）はウパニシャッドを指す

ため、ここでは前者への言及と考えられる。 
215 本詩節は以下の混合形式。L11/G12/L12/L12。 
216  「その両者」（ etayoḥ ）の指示対象は本詩節中には明示されない。注釈は 

piṇḍatadabhimāninoḥ と解し、次詩節に挙げられる「肉の塊（māṃsapiṇḍa）」と「肉体を『私

である』と思い込むもの（piṇḍābhimānin）」を指すとする。 
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217 本詩節は以下の混合形式。L11/G12/G11/G11。 
218 本詩節は 1 パーダに 11 音節を含むキールティ（kīrti）韻律。 


